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巻頭言

昨年度から、情報処理センター年

報が発行されることになりました。

従来、一部の人の記憶にしか残らな

かったセンターの発展の経緯が、こ

二Jのような記録として残せるように

なったことは、大変有意義なことと

存じますそれにもまして、先生方 ^
^

のIT教育のためのご努力の記録が

紹介されることも大変役立つ情報

だと考えます

年報発行に踏み切られたセンタ

一長はじめセンター職員のご決断

とビ努力に心から敬意を表します。

NO. 1を拝見させて頂き、多く

の先生方がIT教育のために、さま

ざまな方法とご努力をなされるこ

とを知り、感服させられました今

後もこのような情報が、年報を通じて紹介され、本学全体のIT教育の更なる充実につな

がることを釖望い六しますまた、このような多様な利用法を実現できる環境を提供して

いる、センターのご努力にも感心いたしました。泉キャンパス情報処理センターで開発さ

れた教脊支援システムも立派なものだと思、います他キャンパスでも、伺様なシステムを

お持ちのことでしょうこの年報に発表され、先生方の教育効率の向上に役立てて頂きた

いものです。

今後とも、この年報がIT教育に役立つ教育方法、それを実現するために役立つソフト

の発表の場になることを切望致します情報処理センター年報がセンター発展と、1T 教

育充実の奇跡の立派な記録になることを祈っております

工学部教授内田壽 巻
嬰





杵報処理センター所長挨拶

平成15年度の情報処理センター年報の発行

にあたり、ご挨拶させていただきます。国立大学

の行政法人化など大学制度や大学教育に関する

話題が日常的に聞かれるようになり、大学自体の

運営方針や教育にも変化の波を感じられるよう

になってきました。ここ数年を振り返ってみまし

ても、大学教育の中に、コンヒュータの占める割

合が多くなっていることを感じます。「コンピュ

ータ.りタラシ」、 r e - L e a r n i n g j、「ホ

ームページ」など多くの言葉が大学内や講義で聞

かれるようになうてきました従来の情報処理セ

ンターはコンヒュータ教育・研究を支援すること

を最大の目的としてシステムを構築し運用して

きました。しかし、最近のハーソナノレ・コンピュ

ータやインターネットなどの急速な発展と普及

に伴い、情報処理センターの目的が「広い意味で

の情報処理教育を支援することに変貌しなけれ

ばならなくなってきました。このような変化に本学としても十分に対応できる教育環境を

構築するために、平成16年4月から新システムに移行することを決心しました。しかし、

どのようなコンビュータ環境を学生や教員のみなさんに提供することが最善なのか悩む

臼々が続きました。約1年間をかけて機種選定のための委員会で多くの先生方の意見をま

とめまし六その結果、「教員には講義しやすいこと、学生にとっては講義を受けやすい

コンビュータ環境の構築」、「コンビュータ機器の故障等で講義が継続できなくなることを

避けるためのシステムと運用管理体制」、「3キャンパスどこからも教員も学生も同じコン

ピュータ環境のサービスを受けることができる」これらを実現するためのシステムを構築

することにしました。さらに、急変することが予測される、これからの大学教育における

コンピュータ環境のスタンダードモデルになるように、さまざまな点に検言寸を加えました

その結果、教職員、多くの企業の方々の協力により、この4月より新システムの運用を開

始することができました。

最後に、 2000年9月の森総理(当時)の所信表明演説で発表された「e 」apa

n計画」に始まった世界最先端のIT国家の実現構想は、自治体のIT化など多くの分野

で確実に成果をあげていますそして、大学教育のIT化も急速に進められてきています

このような現実を考え、将来の情報処理センターの果たさなければいけない役耆1とは何な

のかを、従来の概念にとらわれず真剣に考える時期に来ていることを痛感しています

教養学部教授 松澤 茂

所
長
挨
拶





3.寄稿

「社会学とコンピュータ教育」

教養学部教授片瀬一男

3.1 はじめに

私が最初にコンピュータに関わったのは、1980 年頃であったと思、う大学院の修士課程1年

の頃である。当時、東北大学文学部の社会学研究室に「社会調査実習という科目があり、この

年、岩手県金ケ崎町に調査に行き、その調査データを当時の東北大学大型計算機センターを使っ

て分析したのが最初であろう。この当時から、東北大学の大型計算機センターでは、 SPSSが使

われていたしかし、今のようなWindowS版ではなく、カード・バッチで動いていた。夜遅く

まで力ードにプログラムを打ち、データと一緒に積み重ねて力ード・リーダに通すしかも、計

算結果は、混んでいるとなかなかでないプログラムにタイプミスがあるだけで、やり直しであ

る。結局、ストレスから十指腸潰傷を患い、吐血した苦い思い出がある

この当時に比ペると、△や隔世の感がある。学生・院生はハソコンでWindowS版のSPSSを

使って、クリック1つで簡単にデータ分析をしている。何よりデータもプログラムもファイルで

きるようになったのが大きい昔は力ードか、さもなくば磁気テープを持ち歩い六ものがでは、

現在、社会学教育とりわけ社会調査教育でコンピュータがどのように活用されているか紹介し六

レ、と.f旦、う

3.2 「社会調査実習」のあらまし

東北学院大学教養学部人間科学専攻には、 2年炊に社会調査実習」という科目があり、 3年

次に社会学の演習を希望する学生には履修を推奨している毎年の履修者は30名前後である

金曜日の4、 5校時で通年の授業なので、負扣が大きいため、教員は2人1組となって、隔年で

扣当している

なお、社会学では2003年Ⅱ月末に「社会調査士資格認定機キ菁」なる団体が設立されたこれ

は、「社会調査に関する教育体制を整備し、調査を担当する人材の育成を組織化すると同時に、

その専門的職業としての資格の制度化をはかる」(「社会調査士資格認定機構設立趣意書」)二と

を目的としてぃる。東北学院大学教養学部人問科学専攻でも、一部の単位を「学都仙台単位互換

ネットワークを利用して、学生に東北大学の講義を履修させることで、この資格を来年度から

認定しようとしてぃるこの資格認定を司、るうえで、「社会調査実習」は、「社会調査法」「社会

統計学」などと並んで、基幹科目となる

寄
稿



33 「社会調査実習」の流れ

「社会棚査実習では、まず社会調査の基礎的な事項(問題設定・仮説構成・調査票作成・統

計的分析の基礎など)を講義形式で教える。それと並行して、情報処理センターでタイビングと

ワープロ(WORD)の実習を行う。最近の学生は、「基礎コンピュータ」の授業などで、基本的な

ハソコンの操作に慣れているので、これらの作業には習熟している者が多い。ただし、個人差は

大きい PC ゼミでモニターすると、慣れている者は、こちらが与えた課題を次々とこなL、余

つた時間でインターネットを見ているくらいである。ワープロを教える主たる目的は、調査票を

作成させるためである。調査票は罫線が多く、 WORDの場合、この罫線の扱いには苦労する(以

前は「一太郎」で教えていた)。

次に、学生にはその年の研究テーマに沿った先行研究の検討を行わせる私が担当した 2001

年度は「生活環境に関する住民意識調査」、2003年度は「教育とジェンダーに関する大学生の意

識調査」がテーマであった学生が30人程度いるので、 4~5つの班に分け、それぞれ文献を

与えてレジュメを作らせ、報告させるそして、その先行研究の検討をふまえて、問題意識を確

定させ、その問題を解明するうえで、そのような因果図式や仮説を設定したらよいか、検討させ

るその後は、仮説にある概念を操作化・指標化し、実際の調査票の作成を行わせるこれで前

期はほぼ終る

実際の調査は夏休みを挟んで行われる。2001年度の場合、富谷町日吉台地区が調査対象地で

あったので、夏休み中に学生を同地区まで引率し、 4日間に渡る個別配票調査を行った。また、

2003 年度には、仙台地区の6大学(東北学院大学・東北大学・東北福祉大学・宮城学院大学.

尚綱学院大学・仙台白百合大学)の学生に対する集合調査を夏休みを挟んで行った。

後期に入ってからは、まずSPSSにデータを入力し、データシートを作るまたあわせてクロ

ス表分析と統計的検定(カイ 2乗検定)を教える。カイ 2乗検定は、 SPSSではクリック 1つで

できる分析だが、まずは学生に度数クロス表を与え、電卓を使ってχ2値を手計算させてぃる

仮説検定とりわけ統計的独立の仮定や帰無仮説の棄却といった検定の基礎概念を理解させるう

えでは、計算手順をふんで手計算させるのが最上の方法だと考えてぃるそのうえで学生に

SPSSを使っ六クロス集計とカイ 2乗検定の仕方を教えるこの段階でも、クロス表の百分率は、

独立変数のカテゴリーごとに計算するという仮説検討の基礎がわからない学生がいて、毎年、苦

労する。統計的分析で最も大切なことは、自分の研究目的にあわせて分析手法を選択.考案する

ことであるが、短期問の実習ではそこまで指導する二とには限界があるのかもしれない研究の

手段としてコンピュータやソフトを使うということが、文科系の学生にとっては、考えるほど簡

単なことではない

その後、学生には報告書の原稿を書かせる。これも学生にとっては初めての経験である。分析

の目的を明示すること、分析の方法を追試可能な形で詳説すること、分析結果を仮説に照らして

正確に表現すること、最後に結論をまとめ、今後の課題を示すことーいずれも学生にとっては容

易なことではない。何回も原稿を書かせ、発表させ、赤へンをいれて指導して、最終原稿がまと

まるのは、 2月の中旬になる。それでも、報告書がまとまり、印吊1・製本されると、学生もそれ

なりの達成感をもっらしい。そのことのためだけに、 1年間、学生と苦労して実習をやる甲斐は
ある、と言っても過言ではない



3.4 むすび

泉キャンパスに移ってから、VAXからWindowSマシーンへとコンビュータは代わった。また、

当初はSASであった統計パッケージも、今はSPSS である。その度ごとに学生用のマニュアル

を作り直してきた。講習会もやった SASに比ベて、たしかにW血dowS版SPSSは使いやすぃ

しかし、不満もある私は自分の研究にはSAS を使っているが学生にはSPSSを教えてぃる

(他大学にも二うした研究者は多い)。

SPSSは操作性に優れ、学生のような初学者にはたしかに使いやすぃ。しかし、SASに比ベる

と、複雑なデータハンドリング(データの加工)ができない。手厶もかってSPSS を使ってぃた頃、

複雑なデータ加工はフォートランでプログラムを書いて行い、それからSPSS で分析してぃた。

今年度の実習でも、少々複雑なクロス集計を行うのに、方法が分らず、心理学の大学院生の力を

借りた。今後も、卒論(総合研究)では、こうしたケースも増えてくるだろう。その意味では、

かつて東北大学の大型計算機センターにあった「プログラム相談員」のようなものを設けてぃた

だければありがたい。たとえぱ、 SPSSに習熟した大学院生を情報処理センターのTAのような

形で採用し、実習や卒論の学生の相談1'乗ってもらえないだろうか





4.情報処理センターのシステム紹介と利用事伊

4. 1

(D

土樋キャンパス情報処理センターのシステム紹介
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4.2 土樋キャンパス情報処理センターの利用事例の紹介

文献講読Ⅱ

翻訳実践

会計情報システム

3 商品学実習

講義名

つぎに、各講義で利用しているソフトウェアや講義内容について説明します

管理会計論

演習

6 ビジネスシミュレーション論

7

対象学生

文学部英文学科 3年通年

経済学部経営学科

(昼間主・夜間主コース) 3 ・ 4年通年

経済学部経営学科

(昼間主・夜間主コース) 3年通年

経済学部経営学科 3年前期

経済学部経営学科

(昼問主・夜間主コース) 3 ・ 4年通年

経済学部経営学科

(昼間主・夜問主コース) 3 ・ 4年通年

経済学部経営学科 3年

1
 
2

4
 
5



溝義名

対象学生

扣当教員名:箭川修(所属:文学部)

翻訳実践

文学部英文学科

主な使用ソフトウェア

プ^マ

翻訳技法演習

様々なジャンルの英文を日本語に靭訳す

溝義内容・講義計画

英文和訳としての翻訳技法の習得を目指す

る

3年通年

Micros0丑 WOTd

授業の実践形態

学生は授業用共通ドライプにアクセスし、担当教員のフォルダから授業当日の課題

(wordによる英語文書)を自身のホームディレクトリにドラッグ、ウィンドウを上下

に分割し、上に英文課題を表示し、下で翻訳の作業を行なう。割訳は可能な限り前方

から行うという方針のもと、理解すべき部分を蛍光ペンによって色付けを行いながら

翻訳作業を進める授業中は教員が学生の机間を巡回し、ヒントを与えたり、間違い

を訂正したりする。授業終了後、作業を終えた文書を扣当教員のフォルダに提出する

授業時間内に先了しなかった学生は随時フォルダにアクセスし、作業を更新できる



講義名

対象学生

扣当教員名:大森國利(所属:経済学部)

会計情報システム

経済学部経営学科(昼間主・夜間主コース)

主な使用ソフトウェア: Micros0丑 Excel、 Micros0丘Access

プ^マ

PCによる会計処理

講義内容・授業計画

との授業では、パーソナノレ・コンピュータで用いられている表計算ソフトとデータベ

ース・ソフトを会計システムの殻計や財務分析に適用する方法などについて学習する

前期:表計算ソフトによる会計処理

*各種関数(回帰分析、相関係数など)を利用した経営統計モデルの処理

*各種機能(ソノレバー、ビボット・テーブノレ、ゴーノレシーク、シナリオ、正味現

在価値関数、内部利益率関数など)を利用した経営意思決定モデルの処理

*表計算・グラフ作成機能を利用した財務諸表分析

*表計算機能を利用した行列簿記の処理

* VBAを用いた行列簿記の仕訳データ入力

後期:データベース・ソフトによる会計処理

*データベース・ソフトによるデータベースの構築と検索

サンプルデータベース(Northwindnader)による各種検索

データベース・ソフトによる複式簿記の処理

実体関連モデルによる会計処理(Mccarthyモデノレ)

3・4年通年



講義名

対象学生

扣当教員名:斎藤

商品学実習

経済学部経済学部

主な使用ソフトウェア:秀吉 P r 0 2 0 0 0

主な内容

(1)市場調査の概要

(2)調査票の作成

(3)調査の実施

(4)計量分析(「秀吉P r 0 2 0 0 0 を使用し、データ入力、集計、分析)

(5)報告書作成

(所属

経営学科(昼間主・夜間主コース)

経済学部)
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講義名

対象学生

扣当教員名:佐々木郁子(所属経済学部)

管理会計論

経済学部経営学科

主な使用ソフトウェア; Micr080丑Excel

講義内容

情報処理センターを利用した講義として,平成15年度管理会計論の講義内容にっいて

ご紹介したい。

管理会計論は,経営学のみならず会計学と深い関わりがあるため,会計情報をいかに

すばやく,適切に処理し,その結果を経営に反映させるか,ということが課題となる。

そこで,講義の環として,後期の約2ケ月間,・情報処理センターを利用した会計処理

の学習をhつた日本の管理会計テキストではサンプルとなる教材が無いため,海外で

広く用いられているテキストのサンプルデータを利用した。

まず,轟義で使用する表計算ソフトEXCELの使い方を学んでもらった。表計算ソフ

トの使い方を単独に学ぶというより,自分でサンプルデータを打ち込むことによって,

各々のセルがどのような関係になうているか,ということを理解してもらったサンプ

ルデータとしては,架空の米国企業の予算データを利用した

炊に,表計算ソフトの計算機能を利用して,予算データと実際の経営成績との比較を

行ってもらった分析手法上難しい計算はほとんどなく,足し算,引き算,掛け算,割

り算というシンプルな計算機能しか用いなかったが,セル内容の反映のさせ方や計算の

仕方が複数存在することを理解してもらった。

2ケ月だけの限定された期問での利用だったため,複雑な機能の使い方や発展的な使

用方法には言及せず,表計算ソフトの基本的な部分のみを利用した講義内容となった

講義を進めていく上で目立ったのは,学生にようてパソコンの習熟度に大きな差があ

るということである。つまり,パソコンのキーボードの位置すらあいまいで,表計算ソ

フトを使ったことがない,という学生がいる方で,常にハソコンをインターネットや

アルバイトなどで使用しており,表計算ソフトなども十分理解し尽くしている,という

学生も目立ったことであるとくに,経営学科におけるノートハソコン導入以前の4年

生とノートハソコン導入後の3年生との習熟度には大きな違いがあ六

最近の就職,求人状況を見ても,インターネットで募集するのはあたりまえ,ワープ

ロソフトと表計算ソフトは使えるのが最低限身に付けるべき教養とも言われており,ハ

ソコンを利用した授業をより積極的に行う必要性を感じてぃる

3年前期



講義名

対象学生

扣当教員名:根市

演習

経済学部

主な使用ソフトウェア: Micros0丑Word、 Micros0丑Powerpoint

ブ^マ

電子商取引と Webセキュリティ

経営学科(昼問主・夜間主コース)

志(所属:経済学部)

講義内容

現代社会では、 eーメーノレ、 world 附de webなど、インターネットを利用した情報のやり

とりは、あたりまえになっています。このような情報のやりとりにおいて、商取引もイ

ンターネットを利用しようということが、電子商取引です。通常、商品を購入するには、

目に見えるお金のやりとりが存在しますしかし、電子商取引では、紙幣や硬貨など、

目に見え、手に触れられる物を介在せずに、誰かにお金を渡します。たとえぱ、インタ

ーネットショッピングを利用して、商品を購入する際、クレジットカードによる決済が

もっともよく利用されます。しかし、インターネットを利用して、カード番号などの秘

密情報を送信する場合、途中で誰かに盗聴されたり、書き換えられたりする危険が常に

ありますこのように、インターネットを利用して、個人情報や秘密情報をやりとりす

る場合、常にセキュリティということを考慮する必要があります

3・4年通年

インターネットを利用し、安全な電子商取引を実現するために、プラウザの安全性、プ

ライバシーの保護、電子署名、暗号技術、webに利用されているその他の技術などをセキ

ユリティの観点から考察し、実際にどのような方法が採用され、どのように利用されて

いるのかを包括的に把握しようということが本演習の前半の目的です

電子商取引とWebセキュリティについて学習した後、実際に電子商取引をはじめるための

方法、事例研究、電子商取引の危険性などを調ベ、現在、電子商取引がインターネット

の世界でどのよう運営されているかを理解することが後半の目的になります

講義計画

1.上記の内容についてまとめた二とをプレゼンテーションしてもらし

2.まとめた内容のWebヘージを作成して、公開してもらいます



講義名

対象学生

扣当教員名:根市

ビジネスシミュレーション論

経済学部経営学科(昼間主・夜間主コース)

主な使用ソフトウェア:自作ソフトウェア

プ^マ

コンヒュータシミュレーションをビジネスに応用する

志(所属:経済学部)

講義内容

シミュレーションとは、現実世界のいろいろな現象をモデノレ化し、コンピュータ上で擬

似的に表現することで、あるシステムの将来を予測したり、起こり得る現象を検証したり、

最適なデザインを決定する手段ですコンピュータ上でシステムの人工的な過程を生成し、

それを観察することによって、現実世界のいろいろな過程やシステムの動きを推測したり、

システムのふるまいを分析することができます。シミュレーションを応用する分野は多岐

にわたりますが、特に、多くのビジネス場面に関連している待ち行列システムを例に取り

上げ、解説します

3・4年通年

講義計画

以下のような講義と実習を予定しています

1.シミュレーションとは何力一原理、方法

2.乱数

3.確率分布

4.シミュレーションのビジネスへの応用一待ち行列とは何か

5.シミュレーションのためのモデノレ構築とシステムの最適化

6.簡単なシミュレーションの実習と分析

フ.複雑なシミュレーションの実習と分析

8.課題待ち行列に関連したテーマを考えて、それについてシミュレーションを行う



講義名

対象学生

扣当教員名:キ公村尚彦(所属;経済学部)

文献講読Ⅱ

経済学部経営学科

主な使用ソフトウェア:エクセルおよびVBA

講義内容

企業のバリュエーションを行う上で必要とされる基本的な概念を学習した上で、エク

セノレと VBAを使って、割引キャッシュフローモデノレに基づくバリュエーションや、各

種のシミュレーションを行った

3年

主な内容

下の(1)~(田に沿うた講義を行った後に、サンプル画面にあるようなシートを使

つて、数値例に基づくデモンストレーションを行った

(1)株主重視の経営とバリュエーションの意義

(2)貨幣の時間価値の概念

(3)資本コストの考え方と計算方法

(4)キャッシュフローと会計的利益との違い

(5)資本構成の違いとバリュエーション

(6)割引キャッシュフローモデルによる企業のバリュエーション

サンプル画面

害11引キャッシュフローモデノレ

(矢印ボタンを押すと前提条件が変化し、予想キャッシュフローや資本構成の違いが

バリュエーションに与える影響をシミュレーションすることができる)
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4. 3

(D

泉キャンパス情報処理センターのシステム紹介
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4.4 泉キャンパス情報処理センターの利用事例の紹介

総合演習

英言吾 1

基礎演習1

情報りテラシー

社会調査実習

教養学部教養学科

情報科学専攻 3年

4

講義名

5

6 基礎ニンヒュータA

コンヒュータと論理

基礎コンピュータA

基礎コンビュータA,

プログラミング初級

7

8

9

対象学生

経済学部経営学科 2年後期

法学部法律学科 1年

法学部法律学科 1年

経済学部経済学科 1年通年

教養学部教養学科

人間科学専攻 2年通年

教養学部教養学科 1年前期

教養学部教養学科 2年後期

教養学部教養学科 1年

教養学部教養学科 1年

教養学部教養学科

情報科学専攻 2年前期

教養学部教養学科

情報科学専攻 3年後期

文学部英文学科 1年前期、

法学部法律学科 1年前期

経済学部 1年

教養学部 1年後期

法学部法律学科 1年前期

経済学部経営・商学科、

文学部英文・キリスト教学科

法学部法律学科 1年半期

10

Ⅱ プログラミング言語B

12 コンヒュータ演習

B

13 情報りテラシー

基礎エンビュータB

コンビュータ演習

基礎統計学

目1」期

17 コンピュータ演習

(旧コンピュータ入門演習)

マルチメティア論B18

つぎに、各講義で利用しているソフトウェアや講義内容について説明します

2
 
3

4
 
5
 
6



講義名

対象学生

扣当教員名:大森国利(所属:経済学部)

総合演習

経済学部

主な使用ソフトウェア: MS:visualBasic

講義内容

オブジェクト指向言語によるGU1画面設計の入門的学習をhう

経営学科 2年後期

主な内容

(1) VBの主要な機能の利用法

ユーザフォーム、ツーノレボックス、コントローノレ、プロパティなどの利用

(2)画面に動きを与えるためのVB コマンドの利用法

Visible、 Enabled、 picture、 Move、 MouseDown などの禾1」用

(3)イメージに細かな動きを与える六めのB郎iCコマンドの利用法

If文、 For...Next文、 Line 文、 cirde 文、関数などの利用

例示:sin関数とCOS関数を使用した図形の描画
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講義名

対象学生

扣当教員名:陶久利彦(所属:法学部)

英語1

法学部

主な使用ソフトウェア:インターネットエクスプローラー、 webmail、 Msword

講義内容

ハソコンを利用した英語の授業のねらいは次の通りです。

(1)ハソエン操作に慣れるコンビュータ演習を受講していない学生も私の授業で

ハソコンに触る機会を持ち、加えてきちんとしたタイピングをマスターする。

(2)学生人人が自分の関心に合った英文サイトをインターネット上で探し、そ

れを和訳する

(3)自分の興味あるサイトに英文メールを送り返事をもらう。

これらすべてに共通する願いは、学生が英語を身近で楽しいものと感じてほしいとい

うことです。英語が好きですか?と問いかけると、挙手する学生はークラスの中でほ

んの数人に過ぎません高校時代までの英語は無理矢理学習させられるものであり、決

して楽しいものではなかったようです。当然、学習意欲は上がりません。英語に接する

機会も減っていきますそこで前期は、何よりも自分の興味あるテーマに即した英文を

探しそれを和訳することを課題にしていますサッカーであれ、ディズニーであれ、熱

帯魚であれ、F1であれ、何でもいいのです。インターネットはそのような情報の宝庫で

す。インターネット英語は決して簡単ではないのですが、学生は自分の好きな物なら何

とかやり遂げます。長文を読破した達成感と同時に力不足をも痛感します。種が尽きた

ならば、私からキーワードを出します。

次いで後期には英文メールを送り、返事をもらうことを目標にしています。残念なが

ら、毎年全員がこの目標を達成するとは限りませんが、何割かの学生は返事をもらいま

す自分の書いた拙い英文に対して英語の返事が返ってくる!それは、文句なしにす

ばらしい体験です学生は英作文の難しさを改めて感じると同時に、そもそも手紙の書

き方を考えさせられます

尚、毎回授業の感想を私宛にメールで送ってもらいますが、今年の後期からはそれも

英語で書くようお願いしています私からも、授業内容について毎回英文メールで指示

しています

法律学科 1年



講義名

対象学生

相当教員名:薮口康夫(所属:法学部)

基礎演習 1

法学部法律学科

主な使用ソフトウェア;1nternet Explorer

講義内容

民事紛争処理の疑似体験とその方法論の習得

学校の友人のいじめで自殺した中学生の両親が、いじめた同級生や、いじめを見て

見ぬふりをした伺級生・その親を相手取って法的責任を追及したいとの相談を弁護士

に行ったという、仮設の事件を用い、法律の専門家として、この事件にどのように関

わっていくかを疑似体験する。その過程で、必要な法情報(法令・判例・その他社会

じ起きている出来事)を調ベ・議論を構築する能力を身につけることを目標とする

1年

主な内容

(1)ネットワーク時代の法学と法実務

(2)法律専門家の作業の概観

(3)高度情報化時代の恩恵と留意点

(4)事実の整理と分析^法律専門家の作業(1)

(5)仮想、の事例あるいじめ事件

(6)弁護士との相談^両親の切実な訴えに法は何ができるだろうか

(フ)法情報調査の原則^法律専門家の作業(2)

(8)スタディ・スキルズ

(9)リーガル・スキノレズ(1e宮alski11S)

(1ω議論の構築(1):原告側の主張と訴状

(11)議論の構築(2):被告側の反論と答弁書

(12)裁判外での議論・アドバイス

(13)具体的事件処理から理論的考察ヘ

住4)論文の設計図を引く

(15)資料の整理と批判的分析

使用した教科書:加賀山茂・松浦好治編著法情報学

2版 』(有斐閣・ 2002 年)

ネットワーク時代の法学入門第



講義名

対象学生

扣当教員名:大場佳文(所属:工学部)

情報りテラシー

経済学部経済学科

主な使用ソフトウェア; Active メーノレ、 word、 Excel、 powerpoint

講義内容

さまざまなアプリケーションソフトを利用し、「1青報」の収集、発信、共有の仕方などを、

実習を通し学習する

1年通年

主な内容

(1)インターネットとネットワークの世界

(2)課題をこなす、テーマを調ベる

(3)エレクトロニック・コマース

(4)情報倫理とセキュリティ

(5)ホームヘージをつくろう

(6)みんなで研究発表



講義名

対象学生

扣当教員名:片瀬

社会調査実習

教養学部教養学科

主な使用ソフトウェア:タイプクイック、ワード、 SPSS

講義内容

社会調査実習は、人間科学の学生に実証的な社会調査の方法を実習を通じて体験的に

学習させることを目的としている。そのため、前期はタイビング練習からはじめてワー

ドによる調査票の作成を行っているまたあわせて、各年度ごとに調査のテーマを決め、

先行研究を検討させ、それにもとづいて作成した調査票を用いて実際の質問紙調査を夏

休みに行う。ちなみに、今年度の調査テーマは「教育とジェンダー」であった。

さらに、後期にはクロス表分析、カイニ乗検定を中心に、基礎的な分析法を教え、実

際にSPSSを用いてデータ分析の実習を行っている。SPSSはWindowS版になってから、

初心者には使いやすいソフトになり、その操作性には満足している学生にとっても、

自分たちのたてた仮説が、実際のデータ分析によって検証されたり、されなかったりす

るたびに、一喜一憂しており、貴重な学習体験になっているなお、年度末には調査結

果を報告書にまとめ、学生に手渡している。 1年間の学習の成果が報告書という形で実

感できるのも、学生にとっては嬉しいことのようであるさまざまなアプリケーション

ソフトを利用し、「情報」の収集、発信、共有の仕方などを、実習を通し学習する

男・久慈利武(所属:教養学部)

人間科学専攻 2年通年



講義名

対象学生

扣当教員名:門間俊明(所属:教養学部)

基礎コンヒュータA

教養学部教養学科

主な使用ソフトウェア: MSWOTd lActive Mai111nteTnet ExplorerlMS Excel

講義内容

「基礎コンピュータA」は、教養学部の教養教育科目のつで、主にコンヒュータ初

心者を対象に、大学4年問に必要となるコンビュータリテラシーの基礎を教える六めの

授業です。私の授業を含めて5コマ開講されており、毎年教養学部1年生の9割近くが

受講しています。

内容は、コンピュータの起動・終了からExce1の使い方まで多岐に及びますが、主な

ものは以下の通りです

・セキュリティー、知的所有権、ネットマナーなど、情報倫理般に関する事柄

・マシンの起動・終了、コンヒュータのハード、ソフトに関する基礎的な事柄

・タッチタイピング、日本語入力、欧文入力の方法

・ワープロソフト(Ms wor田の使い方(カット、コピー、ペースト、特殊文字、

記号の入力、画像の挿入、フォントの変換、文書の整え方、検索置換、プリントア

ウトの仕方等)

・メーノレソフト(Active MaiDの使い方(メーノレの送受信、添付ファイルの挿入、受

信の方法等)

・ web ブラウザ(1nternet Explorer)の使い方(検索サイトの使い方、専門分野の

学習に有用なサイトの紹介、データの取り込み方等)

・表計算ソフト(MS Excel)の基礎(足し算や平均値の関数、表からグラフヘの変換

など、 Exce1の初歩的な使い方)

初めてコンピュータにさわる学生から、かなり高度なことができる学生まで、受講者

の背景は様々です。その点で授業の運営は必ずしも簡単ではないのですが、学生たちは

互いに教えたり教えられたりしながら楽しく受講しているようです。

問題点もないわけではありませんーつは評価に関してです。出席をとったり、各段

階ビとに課題を与えて提出させているのですが、他の教科の場合のように評価を細かく

差別化することが難しいということ。もうーつは高校の情報教育の充実に伴って、この

授業の内容も少しずつ変えていかなければならないということ

幸い、この授業に関する「運営委員会」なるものが存在し、その場でこれらの問題に

統的に対処できるように毎年話し合いがなされています

1年前期



講義名

対象学生

担当教員名:乙藤岳志(所属・教養学部)

コンヒュータと論理

教養学部教養学科

主な使用ソフトウェア: scheme48

講義内容

講義は大きく二つに分けられ,

1.コンビュータ内部での動作

2.プログラミングの実際

となる。

「コンビュータ内部での動作」ではWEBヘージを用い六講義であり、

1.情報は数えることができる

2.情報量の単位

3.各種情報の表現方法

4.プログラムとは

5.アノレゴリズム

を扱っている。コンヒュータを利用するだけの利用者を念頭に、コンピュータ内部での

論理的な動作を理解させることを目的としてぃる

「プログラミングの実際では,問題解決においてアルゴリズムの選択が重要であるこ

とを体感司、ることを目的に、 scheme48 をもちいて簡単なプログラムの作成を行う扱

つた題材は

1.べき乗の計算

2.階乗の計算

のような数学的なものから

1.ハノイの塔

2.Eliza

のような非数値的問題にまでわ六る

2年後期



講義名

対象学生

扣当教員名:佐藤篤(所属:教養学部)

基礎コンヒュータA

教養学部教養学科

主な使用ソフトウェア: Msword、 Excel

講義内容

いわゆるコンビュータリテラシーの科目であるので、PCを使用して文書の作成ができ

るようになることを主要なゴールとしている受講者は PC 操作にかなり慣れた学生か

らまったくの未経験者まで多様であるため、それぞれの期待を満足させる内容とするこ

とは年々難しくなる傾向にあるが、いずれ近い将来には経験者の割合が増加しある平均

レベルに落ち着くと思われる。私の講義では初心者を主な対象として、半期の授業で、

ファイルの扱い、文書の書式の設定手順、決められた書式仕様に従った文書の作成の練

習、図やエクセルのグラフの文書ヘの取り込みなどの演習を行っているま六、インタ

ーネット社会のマナーについても簡単に触れている

主要な項目と授業のおよその順番は次の通り

・パソコンの立ち上げと終了

・マウス、キーボード、その他の周辺機器の使い方、デスクトップ、ウィンドウと

その操作、

・コンヒュータとネットワークのしくみ

・ファイノレ、フォノレダー(ディレクトリ)、ドライブ、ファイノレサーバー

Wordの立ち上げと終了

・日本語入力法、文字伊ID の操作(コビー、削除、カット&ヘースト、ドラッグ

&ドロップ、フォントの設定)、よく使うメニューバーとツーノレバー、ファイ

ルの保存

・文書の体裁(段落、ページ設定、インデント、タブ、段組、セクション、ヘッダ

ーとフッター)とレイアウト枠の使い方

・ Exce1の起動と終了、表言十算、グラフ機能、データベース機能入門

・インターネット(ハイパーテキスト、 web ブラウザ、プロバイダー)、メーノレの

しくみ、インターネット社会のマナー

演習が主体の授業で数十名の学生が対象なので、授業の進行に取り残された学生や

前回欠席の学生のケアが目下の課題であるテキストは指定していないので配布資料

を充実させ自習を奨励することや、補助員の配置などが当面の対策と考えている

1年



講義名

対象学生

扣当教員名:高橋光

基礎コンヒュータA,

教養学部教養学科

主な使用ソフトウ=ア: word、 ActiveMail、 Excel、 1nternet Explorer

講義内容

ワードプロセッサ、インターネットブラウザ、メイラー、表計算ソフトウェアの使用

法とインターネットホームヘージの作成法を学習する

B

(所属:教養学部)

1年

主な内容

1.情報倫理

2.文書の作成法

3.電子メールの送受信

4.表ヨ十算とデータベース

5.ホームヘージの作成法



講義名

対象学生

扣当教員名:松澤茂(所属:教養学部)

プログラミング初級

教養学部教養学科

主な使用ソフトウェア: ultra・C (インターフ")、 Micros0丘 Word

講義内容

この講義では、まず処理手順を記述する流れ図の書き方、読み方を学習する基本

的な処理手順が理解できたら、具体的にフログラミング言語とLて、 C言語を用いてプロ

グラムを作成するための基礎とC言語の基本的な文法について説明する。

この講義は週2コマ(連続)となっているので、前半で文法の説明、後半で文法の

機能を確認するためのプログラミング実習となっている。

この講義でインタープリター型のU此ra・C を用いているのは、エラーなどが発生し

た場合、エラーの箇所の命令文を明確に知らせてくれるためである。このことは、学

生が新しいプログラム言語を学習するときの大きな手助けとなっていると考えられ

る。

この講義では、以下に示す文法とプログラミング技術を講義している

情報科学専攻 2年前期

データの型と基本的な入出力関数

式と演算子

流れる制御

関数の基本とプログラム構造

配列の使い方

文字列処理

まとめ

1
2
3
4
5
6
7



講義名

対象学生

扣当教員名:松澤茂(所属:教養学部)

プログラミング言語B

教養学部教養学科情報科学専攻

主な使用ソフトウェア: J DK、 Micros0丑Word

講義内容

この講義では、 webプログラミングの知識と技術を習得することを目的としてぃる

Webプログラミングのツールとしては多くのものが存在するが、もっとも基本的なツー

ルである Java を用いることにした Javaのプログラミング技法の中のアプレッ

トプログラミングを中心に講義を進めることにしてぃる

講義の最終解題は各自が自分でテーマを考え、そのテーマに挑戦することになる。た

だし、そのテーマは「小学校の分数と割合を教えるといった、何かを支援することに

限定している。

講義では、 Javaの基本的な文法を説明するが、受講生はC言語に関する高度なプ

ログラミング技術を1, 2年生のプログラミングに関する講義で収得しているので、 J

avaの特徴的な機能を中心に解説することにしてぃる。

以下の実行結果は、得点の棒グラフ表示と平均点の表示を描画したものである(点数

は記入窓から入力する)

3年後期

( 1 )

( 2 )

( 3 )

( 4 )

( 5 )

( 6 )

(フ)

( 8 )

( 9 )

(1の

Ja v a の基本

変数

式と演算子

制御の流れ

配列の処理

クラスの基本

イベント処理

ファイルの処理

グラフィックス処理

まとめ
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講義名

対象学生

扣当教員名:氏家慧

コンピュータ演習

文学部英文学科

主な使用ソフトゥエア: word、 Excel、 powerpoint、 ActiveM日il、 1nternet Explorer

講義内容

コンピュータ操作の基礎、文書作成、インターネット、表計算、発表技術などの実習を

通し、情報処理システムの知識と技術および情報活用能力の習得を図る

1年前期、法学部法律学科 1年前期

(所属:教養学部)

主な内容

①パソコンの概要を説明、 windowSの基本操作をアクセサリーのペイントで実施

②日本語入力を練習、文書の編集、修飾、図・イラストの挿入、印刷を、課題案内

文書」を仕上げることで総合的に訓練するここで、ファイルの基本操作と管理を

並行的に学ぶ。

③インターネットの世界概要、メーノレの送受信、ホームページの閲覧による情報探,

4 7ークシートの作成、表計算、グラフ作成、データベースの検索を学習これらを

総合的に盛り込んだ課題(「大学 4 年生の身長・体重データから、 BMI,最大・

平均・最小値の計算、グラフ表示、身長の昇順並ベ替え)の提出

⑤プレゼンテーシ"ンの作成を、2~3完成した実例のスヲイドショウを見学して学ぶ

感想と展望

受講者中のコンピュータ使用経験者は年とともに増加し、レベルのスヘクトルも幅広

くなりつつある現時点では、初心者以外の少数の熟達者には、特進の課題を提起し

て学習の伸長を妨げないように配慮した。この遷移的状況はしぱらく続くものと予想

されるやがて、少数の初心レベル者を補修により足並みを揃えて授業に参加させる

ことも考えられる過度期には、講義内容も動的な対応を要する最終的には、大学

の各専門分野を加味したこの種の演習内容を、検討模索する必要があると考える



講義名

対象学生

扣当教員名:梅津実

情報りテラシー

経済学部 1年

主な使用ソフトウェア

講義内容

インターネットを使って、必要な情報を集める。

Word を使って、与えられた課題のレポートを書く

そのファイルを電子メールの添付ファイルとして提出する

そのファイルを、ホームヘージにりンクして、公開する

Exce1 を使って簡単な表計算をし、グラフを描く

以上のことを使0て、グノレープで自由研究をし、 powerpoint を使って、発表する

Windows、 WOTd、 Excel、 powerpoint、 ActiveMail



講義名

対象学生

担当教員名:大野芳希

基礎コンヒュータB

教養学部1年後期

主な使用ソフトウェア: Excel

講義内容

統計学の簡単な内容と分析手法を、 Exce1をもちいた表計算の実習を通じて理解する

主な内容

( 1 )

( 2 )

( 3 )

( 4 )

( 5 )

( 6 )

(フ)

Exce1を使うための基本操作

Exce1による表計算

グラフの作成

データの並ベ替え、条件のあったデータの抽出

度数分布表による1次兀のデータの整理、分析

代表値と散布度の理解と計算

2次πデータの整理、分析



講義名

対象学生

扣当教員名:小畑征郎

コンヒュータ演習

法学部法律学科

主な使用ソフトウェア: word、 Excel、1BMホームページビノレダーなど

講義内容

先ず、情報の有用性、情報とコンピュータの関り、コンビュータの仕組みなどを概説

し、炊に、コンピュータの使い方として、ネットワークに接続されたPC-windowSを

用いて、ワープロ、表計算、情報の発信であるホームページの作り方などを学習する

ワープロによる文書作成例1.

1年前期

スキー講習会の案内

冬の新企画、スキー講習会を開催しますつきましては、下記事項を確認の上、参加希望

者は佐藤まで申し込んでください

なお、詳細に関しては、参加者を対象に説明会を開催します家族共々ふるってご参加く

ださい

1、 期日

場所

交通

会費

定員

記

平成 16年2月 7 日(土)~ 2月 8 日

山形蔵王スキー場

貸し切りバス

22, 000 円

40名(定員になり炊第締め切ります)

以上

2 表計算とグラフ表示例

表

商品名

A商品

B商品

C商品

D商品

E商品

その他

合計

商品別売上高

売上高構成比

114 17

85

゛、゛゜魯゜゛゜過゜印゛

183

12

37

口売上高

154

200

玲0

160

140

120

100

80

60

109

682 100

商品別売上高比較

'
.

2
3
4
5

0
 
0
 
0

4
2

7
5
3
6



講義名

対象学生

扣当教員名:谷口哲也

基礎統計学

経済学部経営・商学科、文学部

主な使用ソフトウェア: Excel

講義内容

Exce1 を利用しながら基本的なデータの処理方法を学び,統計学において必要な確率

分布について学習するそれをもとにして推定と検定の使い方を習得する

4/12 第1回データを入力しましょう

英文・キリスト教学科

4/19 第2回データベースで検索を

4/26 第3回グラフを描きましよう

4/26 第4回度数分布表とヒストグラム

4/26 第5回平均と分散について

5/10 第6回時系列データはなめらかに!?

5/17 第7回相関係数について

5/24 第8回回帰直線を計算しましょう

5/31 第9回確率分布の数表を作りましょう(正規分布,カイ 2乗分布, t 分
布, F 分布)

6/7 第10回ハラメーターの推定(母平均,母比率の推定)

6/14 第Ⅱ回仮説を検定してみましょう(母平均,母分散,独立性,母比率,
母平均の差の検定)

6/21 第12回演習 1
準偏差)

6/28 第13回演習 2 (相関係数,推定)

フ/5 第14回演習 3 (両側検定,左側検
定,右側検)

(平均値,分散,標
電^

1'



講義名

対象学生

担当教員名:早坂明夫

主な使用ソフトウェア: MS・OFFICE 20ooprofessional、

Ult王a'Basic

コンビュータ演習

法学部法律学科

講義内容

ニンピュータを日常的に利用するために必要なコンピュータ操作の基礎知識と応用ソ

フトウェアの利用技術を習得させる

(旧コンヒュータ入門演習)

1年半期

主な内容

(1) MSWORD を用いて、数式を含む文章を書いたりコンヒュータシステム

の構成図を描く

(2) MSEXCELを用いて、テスト結果より簡単な成績処理をし、さらに生徒

の偏差値を求める

( 3 ) 1nternet Exploter を用いて、 のサイトから教師が指示したニンヒュ

ータの発展に貢献した先人をサーチし、レポートを書く

(4) ultra・B舶iC を用いて、 2次方程式の解を求めるプログラムや2炊方程式

のグラフを描画するプログラムを作成する

Internet Explorer

¥ BAS輩>- fH"常駿大¥2iGr叩h.ヨASI

.^

戸.日' X 喩息"、).",Ⅱ畠

10 dきf f(χ).ヨ*X"2.b*X.C
20 set wir山W ・10 10 -10 10

30 draW 8rid
41 irput ヨ b c
50 for x.・10 t0 10 獣印 0.1

60 plot lir1備.X,f (X)
70 r畔Xt x
80 E卜0

F1 へルづ n 槌艶語】覧円劃〒

4

フ?イル旧^旧興"四

豪飛御わ气mン◎

? 2,・4,・6

挿入

幽

4



講義名

対象学生

扣当教員名:早坂明夫

マルチメディア論B

教養学部教養学科

主な使用ソフトウェア:ホームヘージ・ビノレダー

講義内容

人間の考えは何らかのメディアを利用してしか他人に伝える事ができない。本講義で

はコンヒュータを音声処理機能や画像処理機能をもつマルチメディアとして、その利用

技術を習得し、マルチメディアの本質を理解する

情報科学専攻

主な内容

( 1 )

( 2 )

3年前期

アクセサリのへイントツーノレを用いて、静止画を描く

ホームヘージ・ビノレダーのアニメーション作成ソフトを用いて、複数の静止画

から簡単な動画を作成する。

テレビCMを題材として、製作のねらいや映像・音情報の構成分析する

各自が試作するCMのシナリオを創作する。

各自が創作したシナリオに沿って必要な映像素材や音素材を収集する

ホームヘージ・ビルダーのビデオ映像編集ソフトを用いて、作品を完成させる

( 3 )

( 4 )

( 5 )

( 6 )



賀城 情報処理

".」,

鬮

MacoS 8.6

MicM80員lt 0伍Ce98

Macintosh Edition

(WOM, Excel, powerpoint)

1口ternetEXP】orer 4.5

NetsC訊Pecom血U"icater4マ

AcrobatReader 4,0

B'sctew

EG WORDver90

BBEdit 王ite 35

Gi企Uilder

JPEG view

B枇tQr1毛】net ver2.onj2

Fetch 303

MacBinary 11+

MacGzip

M且CL1仏2.22

StU田t Expander

クラリスドロー Verl.OV2

クラリスワークス Veτ4

EPSONSC且nn

く料^^

紹

^^1"

.

_^

第1演習室

UNlx workstation

1¥U64UNIXV4_OD

DECC

FORTRAN

dxterm (澳字端末)

X如Ⅱ(スクリーン・=ディタ)

日本語DECW"te

NetsCヨPe N丑Vi客ater ver4.78

AcrobatReader 4'0

S0丘WindoW8Verl.4

Uni写r且Ph20oo verl.4

Mat1且b ver52

MathematiCヨ Ver3.0

G8harp ver2.1

Metヨ丘ヨ皿e verl.8

(仮想WindoW3環境用ソフト)

.MicNS0丘0伍舵2000

PN也55ional

第2演習室

Windowspc

WindowS20oo prof巳卵ion丑1

MicN80丘 0伍Ce2000

PN企郎ional

(word, Exoel.

Powerpoint, Acce83)

InternetEXPIONr6

AcrobatReadeτ 5.0

1、r丑P且d

nr且nrmpro(鵠N

AutocAD 王,T 20ooi

CADICOLveτ3

JW_Cヨd 血rwmdows

Reduce ver3_フ

M且Ci址Oshpc

第3演習室

(word, Exce】、

Powerpoi11t, Access)

IDternetEXPI0詑r 6

Acrob且tReader 5.0

1でr且P日d

CASL2000

妬
.

。
肌



多賀城キャンパス情報処理センターの利用事例の紹介4. 6

講義名

コンヒュータ基礎

コンヒュータ基礎

コンヒュータ基礎

情報科学基礎演習

コンビュータ基礎

コンピュータ基礎

プログラミング演習

磁気機能性流体の

高機能化に関する研究

磁性流体中の非磁性体振動

による起電力に関する研究

相伺期機の固定子巻線の

1相地絡故障に対する保護方式の検討

2

3

4

5

6

7

8

9

対象学生

工学部機械創成工学科

工学部機械創成工学科

工学部電気情報工学科

工学部電気情報工学科

工学部物理情報工学科

工学部環境士木工学科

工学部環境士木工学科

教員研究テーマ

10

つぎに、各講義で利用しているソフトウェアや講義内容について説明します

教員研究テーマ

月1」期

月1」期

月1」期

通年

目1」期

後期

後期

教員研究テーマ

年
年
年
年
年
年
年

ー
ー
ー
ー
ー
ー
2



講義名

対象学生

担当教員名:小野憲文(所属:工学部)

主な使用ソフトウェア:仮想Windows、インターネットエクスプローラ、

オフィスソフト

コンビュータ基礎

工学部機械創成工学科

講義目的

教養教育科目の1つとして、コンピュータ・りテラシーを体得することを目的とし、

さらに、開講当初から得た技法を同時期に開講されるフレッシュマン・セミナーで活用

する

到達目標

コンピュータによる文書作成、電子メーノレによる情報の交換、インターネット上での

検索など基本的な操作方法を習得し、他の科目履修での応用ができるようにする

授業内容

本講義概要は、全てオンライン化されており授業中にブラウザから閲覧可能である(学

内のみ)。以下にその講義項目を示す本工学部におけるコンピュータ使用環境に基づい

て、簡単なシステム(OSなど)の取り扱い、代表的なソフトウ=ア(ワープロ、表計算、

プレゼンテーションソフトなど)の使用法の演習を行っているまた、レポート・最終

試験答案は電子情報として学生から受け取る方法をとっている

第0回はじめに

第1回操作の開始と終了

第2回 UNIX上での仮想W血dowSソフトの起動・終了

第3回インターネットを始めるにあたって

第4回電子メールの利用

第5回ファイルとその管理方法

第6回テキストエディタの利用

第7回インターネットを利用した情報収集

第8回ワープロソフトの利用

第9回表計算ソフトの利用

第10回ホームヘージ作成の基礎

第Ⅱ回フリーデータの作成

第 12回プレゼンテーションソフトの利用

第13回コンピュータプログラミングにっいて

第14回コンヒュータ関連最新情報の紹介とまとめ

1年前期



講義名

対象学生

担当教員名;鈴木利夫

主な使用ソフトウェア

コンビュータ基礎

工学部機械創成工学科

講義目的

講義目的は、教養教育科目の1つとして、コンピュータ・りテラシーを体得すること

を目的としており、さらに、開講当初から得た技法を同時期に開講されるフレッシュマ

ン・セミナーで活用できるようにすることである

従って、到達目標は、コンピュータよる文書作成、 mai1による情報の交換、インター

ネット上での検索などの基本的な操作方法を習得し、他の科目履修での応用ができるよ

うになることである。

各回毎の授業内容は以下の通りである

(所属:工学部)

MetaFramel.8j (仮想 WindowS 環境実現ソフト)

MS 0伍Ce20oo profeS8ional(総合ソフト)

1年前期

第 1回端末機の取り扱い10g'in,10g'out 、 E'mai1 の手続きと

第2回 E・mai1での文書作成、文書作法、学内での交信

第3回テキスト・エティタの利用

第4回インターネット検索、検索上の諸注意、マナー

第5回~第6回テーマに沿った検索(国内)とレポート作成

第7回~第8回テーマに沿った検索(海外)とレポート作成

第9回~第 10回 Word,Exce1 による文書作成と表計算

第 11回 Powerpointの利用

第12回~第13回プログラミングの例(FORT )

第 14回まとめ

第 15回試験(課題)



講義名

対象学生

担当教員名:大場佳文、宮澤正樹(所属:工学部)

コンヒュータ基礎

工学部電気情報工学科

主な使用ソフトウェア: L且Tex、 Excel、各種エディタ

講義目的

コンヒュータの基本知識を学ぶと共に、コンビュータを道具として利用できるための

操作技術を学ぶ

主な内容

(1)コンビュータのしくみ

(2)オペレーティングシステム

(3)電子メールの実習

(4) LaTeXによる美文書作成の実習

(5) Exce1によるグラフ作成の実習

(6) HTMLによるホームヘージ作成の実習

1年前期



講義名

対象学生

扣当教員名:大場佳文、宮澤正樹、芳賀昭、嶺岸茂樹(所属:工学部)

情報科学基礎演習

工学部電気情報工学科

主な使用ソフトウェア: Cコンパイラ、各種エディタ

講義目的

本講義は、計算機を1人1台使用し、情報処理の基本となる"ハードウェア"及び"ソ

フトウェア"の概念を学ぶと共に、プログラミング言語のひとっである"C 言語"を使

用し、プログラミング(特に数値計算)において必要となる"アルゴリズム"の考え方

について学習するさらに、 C言語を用い六計測上制御機器等の制御方法にも触れる

1年通年

到達目標

"ハードウェア"と"ソフトウ=ア"の基本的な概念を理解することと、 C 西語の

文法を習得し、基本的なプログラムを作成できるようになること

主な内容

(1)テキスト表示の実習

(2)四則演算の実習

(3) if文の実習

(4) SW北Ch文の実習

(5) for文の実習

(田配列の実習

(フ)ポインタの実習

(8)構造体の実習

(9)ファイル処理の実習

(1 0)その他



講義名

対象学生

扣当教員名:淡野照義(所属:工学部)

コンピュータ基礎

工学部物理情報工学科

主な使用ソフトウェア

講義目的

理系の学生がコンヒュータを道具として扱うために必要な技術と資質を習得する

到達目標

1)

1年前期

WindowS における基本的なりテラシ(メール、 web、オフィスアプリケーショ

ンの操作、 HTMLの初歩、ネット利用のマナー)を習得する

UNIXにおける基本的なりテラシ(X・window、エディタ、ファイル操作)を習

得する

基本的な技術用アプリケーションの操作を習得する

2)

3)

授業内容

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第 10回

第Ⅱ回

第謡回

第玲回

第 14回

第 15回

ガイダンス

WindowS操作

電子メーノレ

Web操作と情報検索

情報倫理

アプリケーション操作(文書)

アプリケーション操作(表計算)

アプリケーション操作(作図)

アプリケーション操作(プレゼンテーション)

Webページ作成

技術用アプリケーション操作(N仏T1厶B、 Mathematica)

UNIX操作(xwindow)

UNⅨ操作(基本コマンド)

UNIX操作(エディタ)

UNⅨ操作(ファイル操作)



講義名

対象学生

扣当教員名:中沢正利、武田弘(所属:工学部)

主な使用ソフトゥエア: ActiveMail、 1nternetExploter、 Word、

Excel、 QuickBasic

コンビュータ基礎

工学部環境士木工学科

講義目的

今後ますます加速する情報化時代ヘの対応として、コンヒュータリテラシとしての端

末操作方法および、コンヒュータ利用の基礎であるプログラム作成法を学習する

到達目標

コンピュータの原理に関する基礎知識、メール、文章作成、表計算の習得および、プ

ログラムの作成能力を習得する

1年後期

授業内容

第1回工学におけるコンヒュータ利用の重要性(1ntroduction

第2回コンピュータのイ」:糸且み(mechanism ofcomputer)

第3回オペレーティングシステム(OS:operatin牙System)

第4 回ログィン・ログァウト(10宮in,10宮Out)

第5回 UNⅨ実習(howtouseuNI×)

第6回テキストエディタの実習(howtouseTextEditor)

第7 回 E'mai1実習(how to use E'皿aiD

第8 回 lnternet 実習(how to use lnternet)

第9回表計算、図化、数値処理ソフト概説(howtousevariousApplications)

第 10 回フ゜ログラムΞ;吾相壬;兇(1ntroduction ofpr0宮ramming langua牙es)

^ 11回ニプログラミング^習(pr0冨r日m皿in且exercises)

第 12 回プログラミング演習(PT0宮ra血min官exercise8)

第 13 回プログラミング演習(pr0宮rammin宮exercises)

第 14 回プログラミング演習(pr0号rammin客exercises)

第 15回試験(examination)



講義右

対象学生

扣当教員名:石川雅美(所属:工学部)

プログラミング演習

工学部環境土木工学科

主な使用ソフトウェア: DeC 量)rtran compiler、 Active mail、 T田・a pad

講義目的

「コンピュータ基礎」および「基礎数値解析演習で身にっけた数値計算法の基礎知

識を用いて、具体的な士木工学関連問題をコンヒュータによって解くためのプログラミ

ング手法を学ぶ

2年後期

到達目標

与えられた問題を、コンヒュータプログラムを作成して解くことができるようになる

こと

授業内容

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第 10回

第Ⅱ回

第 12回

第 13回

第 14回

第 15回

W血dowS環境と UniX環境

エディタとメーノレソフトの使い方

UNIXの基本コマンドおよびコンハイノレコマンド

F0此ran90 の概要と変数の型

組込み関数と数値関数

D0構文

繰り返しと判断(1F構文、 CASE文))

配列

行列演算

最小二乗法によるデータ回帰プログラム

関数副プログラムと数値積分

サブルーチン副プログラム1

サブルーチン副プログラム2

入出力と宣言(ファイルの利用)

試験



主な使用ソフトウ=ア:FOR IMSL、

研究内容

磁場に応答する流体としての磁性流体の特質を利用した応用の多くでは、主として磁

性流体に作用する静的な磁気力が利用されているしかしながら、磁性流体に作用する

磁気力は、磁場の強さや分布により変化することから、磁気力を変化させることにより

磁性流体に運動を誘起することも可能である。また、運動駆動源としての磁性流体の応

用を想、定した場合。狭い隙間や小さな装置などでの利用が磁性流体の液体としての特質

を生かし、より効果的にその機能を発揮できるものと考えられるこのような観点から、

管径が小さなU字管を用いて磁気力の変動によって駆動される管内磁性流体液柱の運動

について検討を行っており、その検討の中でプログラム日語としてF0πranを用いた振動

特性についての数値計算を行っているこのような磁気力の変動によって駆動される管

内磁性流体液柱の運動についての管摩擦損失や曲がり管部の影響を考慮した基礎方程式

は、 2次の非線形常微分方程式で表される本研究では、1MSLライブラリーのgear法
を用いて、実験条件に対応する設

50

定条件の下での液面の変位など Measured("三△1=2A) predkted(1'子2.1A,△1=2A)

-10trlm ^ 10mm
の諸量を求めた。 如 0 -ーーーーー Omm

1 -・ー 10mm

一例として図1に液柱初期位置
醗五

Z2iが振動特性に及ぼす影響につ 厶 口△
口

4 口

いての計算結果を示す。この図に 口
△

20 口
も示されるように、計算結果の定 ー"ー.、、、

＼
ー,ー

性的な傾向は実験結果と良く ＼""ー
一^ 厶、、10

致している。本研究において実験
、、、

d 5mm 80mm 、、、

Smusoidal
、^

170mm

に先立うて行われる数値計算は、
0

1.00 2.00,5 2.51,5 3.0管径、液柱位置ならびに磁場条件
/(HZ)

が振動特性に及ぼす影響など、実

Fig.1 E仟ect ofinitial position ofMF column験条件の設定にあたって有用な

On osci11ating characteristics検討資料を提供している

究

究分

小池和雄扣当教員名:機械創成工学科教授

磁気機能性流体の高機能化に関する研究

流体工学
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1m
.

究

究分

図3

担当教員名:機械創成工学科教授

磁性流体中の非磁性体振動による起電力に関する研究

流体工学

主な使用ソフトウェア: Fortr日n、 AGSバ.1NIGRAPH2000、 Exce1 他

研究内容

磁性流体は印加した磁場に強く反応する人工

の液体であり、機能性流体のーつとして知られて

いる。多くの場合マグネタイトの微粒子と適切な

界面活性剤、およびこれを母液となる液体で構成

されている。この磁性流体を容器に封入し、外部

より非一様な分布をもつ磁場を印加した場合、磁

性流体中には流体圧に加えて非一様な分布をも

つ磁気圧力が生じるこの磁性流体中に非磁性流

体を同時に封入した場合、磁性流体中の非磁性流

体は浮力と、重力、および磁気圧力が釣り合う位

置に保持される。したがって、非磁性体の比重が

磁性流体の比重よりも大きい場合でも磁場を印

加することにより保持することが可能となる非

磁性体が静止している場合は容器内の磁力線は

容器内の磁力線は非一様に分布しているが、非磁

性体が移動したとき、磁力線分布に変化を与え

るこの磁力線分布の変化は、容器周囲にコイル

を配置し、生じる電圧変化として捕らえることが

でき、非磁性体の動きに関連付けられる本研究

はこのような変動する磁気圧力効果の応用に関

する基礎資料を得ることを目的としている測定

は図1に示す装置を用い、印加する非様分布の鵬
0

磁場の例を図2に不す図3は非磁性体運動によ

るコイル内電圧変化の 1例を示す。

得られたデータの解析には言語 Fortr且n を用

い、図示にはグラフ処理システムの

UMGRAPH2000、 Exce1等を用いているまた、

非磁性体の運動に関する基礎方程式の数値解析は

同様にFortranを用いて行う予定である

佐藤彰
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玲叩^一輸'他^
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究

究分

扣当教員名:電機情報工学科教授

三相同期機の固定子巻線の1相地絡故障に対する保護方式の検討

電力系統の安全性に関する研究

主な使用ソフトウェア: Fortr日n

研究内容

相同期機の電機子内部故障に対する保護は、現行では、故障が発生したら遮断器に

よって故障機を系統から切り籬すことが行われているーの方法では、故障発生の時点

から保護が行われるまでに多少の時問が経過することは避けられず、この間電機子巻線

の故障点から大きな故障電流が流出して巻線の故障箇所における損傷を大きくするとと

もに、時としては回転子鉄心の損傷を生ずる欠陥がある。また、故障機の切り離しは系

統状態に無関係に行われるので、故障機の容量が大きい場合には系統にサージが起こる

さらに、故障の検出は故障巻線の中性点側および出力端子側における線電流の差による

が、この差は故障点の位置と故障アドミタンスの関数であるから、故障検出がつねに鋭

敏・確実に出来るとは限らない。

筆者は、従来の対象座標法を用いて、三相同期機の電気子内部故障現象を解析し、新

しい保護方式について検討した。この保護方式は、被保護機の零相分を系統周波数(5

OHZ)で共振させて保護する方式(零相保護方式)である。たとえぱ、電機子巻線の任

意点において、1相地絡故障の発生時に故障点から巻線外に流出する地絡電流は零とな

る。

今回、 Fortranを用いて零相保護理論の数値計算を行い、 3kvA、 20OVの三相同

期発電機を用いて、電機子巻線の1相地絡故障の実験により故障電流をほぼ零にするこ

とを確認し、この理論の有効性を検証することが出来た今後、さらに検討していきた

宮澤正樹

し、
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5.平成16年度新システムの紹介

5. 1 平成16年度システム更新について

東北学院大学は、泉キャンハス、土樋キャンハス、多賀城キャンハスの3つのキャンハスに別れて

いますそれぞれのキャンハスには、学生の教育や教員の研究を支援するための情報処理センターが

設置されていますごれら3つの情報処理センターのコンヒュータシステムは各キャンハスに所属す

る学部・学科の教育と研究を支援することを目的にシステムを構築し運用してきまし六しかし、最

近の急速なIT化の波は教育現場にも押し寄せ、従来にはなかったいろいろな機能が要求されるよう

になってきました。特に、教育ヘのインターネットの活用、コンピュータリテラシー教育など情報処

理センターが支援する範囲が大きく変わってきました

そこで、平成16年4月より3キャンパスの情報処理センターのシステムを同時に新しいコンビュ

ータシステムに更新することにしました。従来情報処理センターのシステム仕様は別々に設計してき

ましたが、今回は3つの情報処理センターを学生や教員からーつの情報処理センターと認識できるよ

うに、ソフトウェア、利用法、運用管理などを可能な限り共通化するようにしました。さらに、各キ

ヤンパスに所属する学部・学科の教育に影響を与えないようにも考慮しました。このシステムの実現

により、学生や教員はどのキャンパスの情報処理センターでも同じサービスを受けられるようになり

ました。さらに、ファイルサーバに保存したファイル類も、どのキャンハスからも参照・保存できる

ようになりました。また、電子メールについても、まったく伺じ操作で電子メールの受信や送信がで

きるようになります。

このような考え方で構築された3つのキャンハスの情報処理センターの新システムについて紹介

します

東北学院大学の3つのキャンパス

土樋キャンパス

泉キャンバス

文学部 0,^生)
^0,2年.生)
^(1,2^)
^0,234年生)
六^

Ⅱ

文学部(a4年生)
経青^(34年生)
^

(34年生)
^

多 ヤンノtス

畷

エ^臼,乙34年生)
大^

平
成
玲
年
度
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シ
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5.2 土樋キャンパス情報処理センター教育システム

5. 2. 1 はじめに

士樋情報処理センターでは、文学部・経済学部・法学部に所属している昼問主二ースの3・4

年生と夜問主コースの全学年を主対象として、コンピュータリテラシー教育や各種アプリケーシ

ヨンを用いた実習、外国語教育等を支援しています。

平成16年4月に導入した新システムでは、自由度が高くかつ安定性も高い講義環境の提供を

目指して最新技術を導入し、教員および学生にとって利用しやすいコンピュータシステム環境を

実現しています

5.2.2 新システムの特徴

新システムでは各学部からの意見を集約し様々な検討を行った結果、以下のような特徴を備え

ました。

・教員および学生がいづれの教室の端末にログインしても、同じ環境で利用できます

・他キャンハス所属の教員および学生も、所属キャンハスのアカウントで利用できます

・ライセンス数の限られたソフトについては、利用環境を動的に端末に割振ることにより、

教室を意識することなく利用できます。

・授業支援システムを導入して、授業に関するさまざまな支援機能が利用できます

・端末をあらかじめ定めた状態に戻すことができ、すべての端末について同じ状態を保てま

す

・学生証認証システムを導入して、アカウントを持つ本人のみが利用できます。

5.2.3 新システムの構成

新システムは、主に講義と自習で用いられる811教室から814教室と、少人数ゼミとマルチメ

ディア編集で用いられる815教室の計5つの教室に設置している端末、およびサーバ室に設置し

ているサーバ・ネットワーク機器で構成されています(図1)

(D 新システムの構成

新システムでは、ほとんどのサーバが重化構成となっているため、負荷分散を行えるだけで

なく、而邦章害性も向上しています。また、各サーバおよびセンタースイッチ問はギガビットで直

結し、大容量のデータ通信に耐えうるようになっています

)端末

新システムでの端末は、様々な利用者に対応できるよう以下(表1)のようにしました。

各端末では、光学ドライブ(*DにてCDRIRWなどのメディアや、USBスロット(*2)にてUSB

メモリカードを使用でき、従来のフロッヒーディスクよりも大容量のデータを持ち運ぶことが可



能ですまた、 PCMCIA スロット(*3)とセンターで用意しているアダプタを用いて、各種メモ

リカードも使用できます

1^南壮J1 ル

フ,イル.〆'ル.〆ネぢ、0-0サ Jξ

冒i^
季生用工"音
垂員用工1音

翻"翻

田

サーバ寅の全ての撮尋ヘ電轟供給

エ^、」一J

階モノウ0しーザ
X1古

幽

謬丘"ー゛{

俳^
学生凧 KU者
輯員凧 K1音

丁プ」ケノ"ノ"ーパ

岳

堂=6

昏IE^暫罪"^'{

陀羊ノクロレーサ
冨1台

^

幽1貰曽樫"〕゛{

1凹敦宣
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^
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^
^
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^
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冒1^

学生用堪き
軸員用 X1音

剛^
少A些ゼキ用"音

盤Mlnt悼叫弔
少A壁ゼミ用'台

マルチメ〒イア.焦
編語用叱建音

冨1式

カ,ースキ¥ナ岬台
インケリエット 11台
"モノウロレーザ X1台

表1

学生用・少人数ゼミ用

i和OWSPC

冊

皿

図1 土樋情報処理センターシステム楕成園
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ま六、端末から利用できるソフトウェアは、以下(表2)のものを導入まし六
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OS: windowsxp prof舶5io"al

Ms office 2003 Pro.

一太郎2004

VisUヨ 1StⅡdio. net 20船

J8V82SDK

Acrobat 6_ 0、

TerヨTerm pro

Ter8Pad

+LhaCヨ

FFFTP

山VaⅧ

Ant ivirU8 CorP 8. 1

VM舶re work$tation

WinEnet 学生用

Z!stre師

HDD Keeper

学生用 Windowspc a52 台)

表2 土樋悟報処理センターシステム端末ソフトウェア

少人数ゼミ用Windowspc (5 台)

OS: windowsxp professionヨ1

(学生用Wind0船PC のソフトウエアに加えて以下)

PageMaker 7. 0

111Ustrator cs

Mヨth卸atica 5

HⅨnepa言e Builder V8

Photosh叩 Elem伽tS 2

少人數ゼミ用 Mヨ0intoshpc (5 台)

OS: windowsxp profession81

(学生用Windowsp0 のソフトウェアに加えて以下)

Photoshop ElementS 2

Wi陀Net 教員用

教卓用 Wind酬SPC (4 台)

(3)アプリケーションオンデマンドシステム(Z!strea皿)

全端末からの同時使用が想定されない特殊な目的で利用されるソフトウェアは、ライセンス数

を必要最小分に抑えています。従来、そのようなソフトウェアは端末を限定して導入していまし

、0

新システムでは、 Z!strea血を導入することにより、そのようなソフトウェアの利用環境を保

有ライセンスに応じて端末に動的に割振り、教室を意識することなくどの端末からも利用するこ

とができるようになりましたライセンス管理、時問帯指定、1Pアドレスによる教室指定などを

行うことができるため、授業で利用する際には、優先的に必要なライセンス数を確保することも

可能です

Z!stream から利用できるアプリケーションは以下(表3)のとおりです。

OS: M日COSX I0. 3

Ms office xp v.χ

PヨEeMaker 7. 0

" 1Ustrator cs

Photosh叩 E1帥e町tS 2

Acroba 6. 0

Ant iv irⅡS 8. 0

OS:Ⅷ ndowsxp professio"al

Ant ivirus corP 8. 1

HOD Ke即er

Pr師iere LE

Vmware work$tat ion

マルチメディア編集用PC (2台)

(8Π教室・ 812 教室・ 813 教室・ 814 教室

2!stre師対応アプリケーション

秀吉 2003

弥生会計 03 Pro

表3 Zlstr舶m から利用できるアプリケーション

SPSS

C1卸帥tine 7. 2

SAS

815 教室)

1

ライセンス数

12

50

100

12

12



(4)講義支援システム(WING-NET)

新システムでは、講義支援システムとしてW血宮netを導入し、出席管理やレポート提出管理、

教室毎に全端末の画面制御などが利用できるようになりました。

出席管理機能は、利用者(学生)の端末ヘのログィン情報をもとに、授業時間帯の範囲を指定

することにより出席者の管理を行うことができます

レホート提出機能は、教員の指定した課題毎にレボートを提出・回収することができ、提出期

限を定めることもできます。また、レポート提出の際にユーザ情報が保持されますので、他の学

生による代替提出などができないようになっています。

教室ごとの全端来の画面制御は、学生の利用している端末のlnternetExplorerを利用できな

くしたり、画面をブラックァウトしたりすることにより教員の説明に集中させたり、教員画面を

端来に送信することにより難しい操作説明や資料の提示などが容易にえますまた、度行っ六

教員の操作内容は、動画として保存できいつでも編集することもでき、授業時間帯以外で学生が

前回行った授業の復習をするなど、幅広く活用できることが可能です

(5)セキュリティについて

新システムでは、1D とハスワードによる認証に加え、学生証認信正システムを導入することによ

リ、学生証の磁気に含まれているコードを識別し、他人による成りすまし利用を防ぎ、より強固

な不正利用の防止対策を行っています。

また、ウィルス対策としては、昨今ウィルスによる被害が多発している状況を鑑み

Nort011AntiviruS を全クライアントに導入し、利用者の安全を確保していますさらに、

InterscanviruswaⅡを導入しウィノレスメーノレのチェックもイ丁っています

端末に関しては、不正なソフトウェア等をインストールできないよう、管理者の決めた初期状

態にシステム環境を復元することが出来る HDD卵EPER を導入するなど、利用者に安全な

同の環境を提供できるようにしています

(6)マルチメディア編集について(815教室)

自習室・少人数ゼミ室とLて利用可能な815教室には、様々なメディアに対応したマルチメデ

イア編集システムを導入しており、マルチメディアコンテンツの作成、編集や変換などができま

す

また、様々なコンテンツの作成ができるよう、 windowS5台・Macintosh5台に、静止画編集

やへージレイアウトのアプリケーションを導入しています

5.2.4 おわりに

士樋情報処理センターのコンヒュータシステムは、学内学外を問わず様々な方のご尽力をもっ

て完成することができまし六最後に、本システムの導入業者である宮城りニー(株)ならびに

リコーテクノシステムズ(株)のりコーグノレープ、サーバメーカの日本ヒューレット・ハッカー

ド(株)、マルチメディア編集装置メーカのシステムズ(株)、システム構築に携わった関係各位

じ謝意を表します



5.3 泉キャンパス情報処理センター教育システム

5.3.1 はじめに

泉情報処理センターでは、文学部・経済学部・法学部・教養学部の1・2年生の情報処理入門

教育と、教養学部の3・4年生と大学院人間情報学研究科の専門的な教育を支援することを主な

目的としています。特に、 1・2年生を対象とした情報処理入門教育の支援を重視しています

そのための独自のソフトウェア起動メニュー画面を設計・開発し採用するなど、初心者の多い講

義においても、円滑な講義が行われるように様々な配慮をしています。

平成16年4月から稼動をはじめた新システムでは、マルチメディア等の先端技術を導入して、

多様な情報を扱える良質で高度な多人数教育にも対応するコンビュータシステム環境を実現し

ています

5.3.2 新システム構築の目標

教員や学生からの要求をもとに、講義環境、自習環境を考慮し、より使いやすいシステムに

るために、新システム構築の目標を設定しました

すべての教室のクライアントシステムは同じシステム構成(ハードウェア、ソフトウェア

とすること(言語教育優先教室は一部除く)。

・電源投入時に初期状態に戻ることを保障すること。

・初心者にも使いやすいシステムとすること、window SとUN IXが利用できるこ

・システムトラブルにより講義を中止しないような運用体制をとること

・ネットワークは大学全体のネットワークとの整合性ときめ細やかな運用管理ができる

と。

目的のソフトウェアを容易に選択できるシステムにすること

・ファイルシステムの構造が分かりやすく、操作も簡単なこ巴

・印刷の指示が容易にできること

・利用説明(マニュアノレ)が分かりやすいこと

・自宅のパソコンとの利用上の差を少なくすること

・教育支援システムが充実していること

5.3.3 新システムの構成

本システムは、図1に示すように、第1コンヒュータ室から第フコンピュータ室までの7つの

コンピュータ室と電子メーノレ専用工ーナ、各種サーバとネットワーク機器で構成されてぃます

従来のシステムでは、学生の自習専用として40台の教室を用意していましたが、近年のIT

教育の促進に伴い、新システムにおいては第2コンヒュータ室を自習専用教室として、 80台の

学生用コンヒュータを設置、学生の盲習環境がより充実したものになりました

また、平成16年度より、学生用コンヒュータ 100台、教員用コンヒュータ 2台その他プ



ロジェクタやプラズマディスプレイなどの周辺機器を設置した講義専用大教室である第6=ン

ヒュータ室と、学生用コンピ

ユータ 50台、教員用コンビ東キャンバス

多賀城キャンス 土キやンバ
ユータ2台を設置した言語教稾北学院総合ネットワーケ

サJ
育優先教室である第フコンヒ【サーバ斡1 台鳳

カ'"・"^ト"

厨翻ザ'.翻" 亭萎宣 1

ユータ室が、泉情報処理セン達ギガビ・トネットワーク
督暖ト゛、1台tネづトワーウ.魯1

町1イ,チ・カイ"ト' ),"'音

ター内に増設されました。
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学の講義にて積極的に利用さ第2コンピュータ室 第フコンピュータ室筑6コンピュータ室
学生用代帥台 叡門2台 教員用叱 1台

. 厨牲肺蹄れています学生用叱 lm音
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泉情報処理センターシステム構成図

教員用コンヒュータ
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オフティカルドライフ

サイズ
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学生用コンヒュータ
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表1 コンビュータの仕様

512MB
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第4コンビュータ室
教員用叱 2台

学生用乢郎台
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(D ハードウェア構成

本システムでは学生用コンヒュータと教員用ニンピュータの性能・仕様が少し異なっています

様

ハネノレタイプ

解像度

畜声出力

(2)ソフトウェア構成

本システムでは基本ソフトウェアとしてWindow s xPとL INUXの教育環境を提供

しています。これら2つのシステムは教員や学生が自由に選択し利用することができます。
^^

、^'^

では、もっとも多く使われているWindow s xPで利用することができるソフトウェアにつ

図1

台
台
台^

,



いて説明します。

その主なソフトウェアは、統合オフィスソフトウェアであるM ic r o s o f t o f f ic

e 2 0 0 3 P r o f e s s i o n a 1 をはじめ、プログラミング統合環境であるV i s i u a

I s t ud io. NETや各種プログラミングソフト、統計解析・統計処理祖ソフト、画像・

グラフィックスソフト、数式作成・数式処理ソフト、タイプ練習ソフト、データベース管理ソフ

ト、 webブラウザ、電子メーノレソフト、ホームヘージ作成ソフトなど多種多様なソフトウェア

を提供しています詳細は表2を参照してください

機能

日本語ワープロ

表計算

データベース作成

プレゼンテーション

韓国語ワーブロ

中国語ワープロ

日本語エディタ

C十+プログラム言語

C#プログラム言語

BASIC プログラム言語

J#プログラム言語

C++プログラム言語

Java プログラム言語

BASIC プログラム言語

Pet1 プログラム昌語

PHP プログラム園語

nsPプログラム昌語

統計解析

統計処理

表2 Vvndow sxPで利用できるソフトウェアー覧表

ソフトウェア名 機能

Soft word2003

Microsoft Exce12003

Microsoft AccesS2003

Microsoft powerpoint2003

Koreヨn writer

Chinese writer

Terapad

画像編集

グラフィックス処理

3玖元グラプイックス処理

数式作成

数式処理

タイプ練習

データベース管理

WWWブラウザー

電子メーノレ

ホームヘージ作成

ファイル転送

リモート端末

動画・音声の再生

動画・音声の再生

動画・音声の再生

ファイルの圧縮解凍

PDFフフイルお閲覧

デジタルビデオの編集

Visua玲tudio. NET

Visualstudio. NET

Visualstudio. NET

VisUヨ1Swdio. NET

B011日「1d c++

ソフトウェア名

Photoshop

G. CREW8

Java2

99BASIC

③教育支援システム

センターで運用している教育支援システムでは、アプリケーション起動メニュー機能、アプリ

ケーシヨン起動利用制限機能、提供機能の保証機能、出席管理機能、講義支援機能、レポート管

理機能、緊急メッセージ表示機能などの機能を提供しています。ここでは、アプリケーション起

動メニュー関係の機能、出席管理機能、講義支援機能、レポート管理機能にっいて説明します

Activeperl

Shヨde

PHP

Math Type

Drscheme

M日Xim日

SPSS

Touch TypinE

MysQL

Internet Explorer

R

Active m且il

アプリケーション起動メニュー機能

通常講義などで用いるソフトウェアを選択・起動するには、「スタート」メニューを用いる

ホームヘーシ

FFFrp

Ter日 TerⅢ

ビルダ

Quick Time

Re日1 0ne P18γer

Windows Media P1ヨyer

+Lhaca

Acrob日t Reヨder

Premiere



ことになっていますこのような手順では選択する項目がソフトゥエアの名称となってぃるため、

目的との対応が困難で間違いが生じる場合があります。そこで、図2に示すような起動メニュー

を採用することにより、学生は「何をするか」のみを意識するだけで、希望するソフトゥエアを

自動的に起動できるようにすることができます。

また、教員がアプリケーション起動利用制限機能を用いて、講義で使用するソフトゥエアを限

定することができますこのことで、講義で必要以外のソフトゥエアを起動させないようにする
ことができます

フ,イι管暖
'^

泉キャンバス情報処理センター学生起動メニュー

日^0ーコ勺
ι怖・^^1

表作盧
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(b)出席管理機能

出席管理機能は、学生のコンヒュータへのログォン情報をもとに授業の出席を取るための機能

で、教員が任意の時点で取ることができます。収集された出席データは各教員に電子メールの添

付ファイルとして、出席処理終了後送られます。さらに、この出席データを集計するためのソフ

トウェアも用意されています

靴計前斬
1^}
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^憾辱
ι R I

赴武"粛
{M附IT^豊01

、岬倉語
{^岬,.0

画伸^
{"^^U

註式臭理
t^1

P,P舌丑
ι,,,1

,',コ',,1処珊
'^詑OC畦物1

,イ,闇言
rT^T^.冒す^)

ヨ塩刑'号コ',,ユ処理
{^フ」

^'",
^ま*、"1

,゛→凡'ース^
{胎^1

電干'一ι

ι、て.^)

(C)講義支援機能

講義支援機能として、つぎの3つの機能を提供しています

・学生用コンビュータの画面を確認する機能

・教員用コンピュータの画面を学生用コンヒュータの画面に提示する機能

学生用コンピュータのキーボード巴マウスの操作を制限する機能

これらの機能以外に、ビデオ再生装置、液晶プロジェクター装置、表示用のスクリーンなども

用意されています

*』'、、Jノ作或
{享.'、V亢1,ー}

図2 アプリケーション起動メニュー画面
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(d)レポート管理機能

現在学生のレポート管理は、特殊なドライプ名とハーミッションの設定で実現しています具

体的には、 Mドライブを設定し、その下に、配布用ホルダーと提出用ホルダーを設けています



教員は配布用ホルダーに課題をセットし、学生は提出用ホルダーに課題を提出することになりま

司、

5.3.4 ネットワーク・サーバシステム

泉情報処理センターのネットワークは、図3に示すように、東北学院総合ネットワークとの整

合性をとり高速で信頼性の高いネットワークを構築しています

大容量のデータ通信にも耐えうるよう、各サーバと基幹部分のレイヤ3スイッチはギガビット

で直結、クライアントからの要求に対して高速なレスポンスを実現しています

また、高信頼性のネットワーク環境を実現させるため、基幹部分のレイヤ3スイッチを2重化

していますティング処理の負担を分散化し万一の障害時にも運用可能なシステムになっていま

す

3キャンノくス

共通サブネット

サーバ群

^

北学院総合ネットワーク

コンピュータ教室用

L2スイッチ

5.3.5 オープン利用コンビュータの管理機能

対外接続L2スイッチ

ファイアウオール

DMZ L2スイッチ

コンピュータ教室用

L2スイッチ

第1~第フコンピュータ室・Φ務室

センターでは、約5000人の学生が利用登録されていますまた、センターを利用する講義

も年々増加し、講義以外に利用することができないような状態です。そこで、今回のシステムよ

リ、講義以外に学生が自由に利用できるコンピュータ室(80台設置)を設けることにしました

その教室のニンピュータを使う場合には受付しなければなりませんその受付業務を学生力ード

を用いて自動化することにしましたつまり、学生は受付で学生力ードを読み取り装置で読ませ

ると、使用するコンヒュータ番号を知ることができます

インターネット接続

バックボーン

L3スイッチ

図3

コンピュータ教室用

L2スイツチ

ネットワーク環境



5.3.6 おわりに

泉情報処理センターのコンヒュータシステムは、既存のハードゥエアとソフトゥエアに教育支

援や運用管理などにセンターと導入業者である日本電気とで新たに開発した機能がいろいろな

場面に設定されていますこのことにより、他にはない良質な教育環境を学生と教員に提供して

います

このシステムには学内統合認証システムを採用し、東北学院大学の士樋キャンパス、多賀城キ

ヤンハス、泉キャンハスにあるどの情報処理センターを利用する場合においても、伺じIDで利

用できるようにしました。また、利用者の個人用ドライブも、どこのキャンパスの情報処理セン

ターからでも利用可能となりました。

最後1ーシステム構築に関わった教職員、導入業者である日本電気の関係各位の方々に、この場

を借りて感謝の意を述ベたいと思います



5.4 多賀城キャンパス情報処理センター教育・研究システム

5.4.1 はじめに

情報処理センターでは平成16年4月にシステム更新が実施され、多賀城キャンハス情報処理

センターシステム2004」として新システムが稼動しています

本システムは、次の3つのシステムで構成されており、多賀城キャンハスの情報教育、研究に

寄与することを目的として、利用者の利便性、教育効果、研究活動支援に考慮したシステムとな

つています。

(1)教育用システム

工学部各学科の教育方針を網羅し、各学科の情報教育に寄与するため、基礎教育から応

用教育までをカバーし、学部1年生から研究科大学院生まで、幅広い利用者によって活用

できるシステムです。

(2)研究用システム

主に工学部各学科4年生の卒業研究、大学院生の専門的な研究及び教員のより専門的な

研究に活用できる、高速な処理能力と利便性を兼ね備え、高度なプログラム処理や解析処

理を実現するシステムです

(3)多賀城キャンハスネットワークサービスシステム

キャンハス内のネットワークサービス(ホームヘージのホスティングサービスやプロキ

シサービス等)を、高速かつ高い安定性を堅持して提供するシステムです

5.4.2 教育用システムの概要

多賀城キャンパス2号館3階の情報処理演習室は主に講義で利用される第1、第2演習室と自

習室として利用されている第3演習室の3室で構成されています今回の選定に蜘いては、次の

観点をメインコンセプトとして環境整備を実施しました

①学生に対する時代の潮流に即したITスキル教育環境の整備

② WindoW8環境とUNⅨ環境の統合化された環境の整備

③教員の授業支援環境の整備

④ e'1earning環境の整備

⑤印刷環境の整備(オンデマンド印刷)

①については、従前まで当センターのクライアント端末であった UNⅨワークステーション

を取りやめ、学生が実社会に巣立った後に利用することが想定されるWindowspCをクライアン

ト端末として選択し、その OS環境やアプリケーションに対応できるだけのITスキルを修得さ

せることを目的として大幅な刷新を決断Lました

しかしながら、工学部が担うエンジニア育成の観点から、従前まで UNIX で実現してきたプ

ログラミング能力の習得も重要な教育要素であると考え、XサーバによるUNⅨの利用者環境と、

工学部の情報教育に活用するため本学を含めた産学官連携で作成したICD・L血UxrKNOPPIX

EdU のVMwaM上での仮想上inuX利用者環境を構築することとしまし六一ーで問題となっ



たのが2種のアカウントの管理でしたが、最終的にはOS環境のW血dowS側のAdiveDireC加W

と UNIX側の NIS環境を Ssod (sin宮lesignonD且e皿on)を禾1」用することにより、シングルサ

インオン可能な②の環境を実現しました。

③にっいては、情報教育支援システムであるコンビュータウィング社製「win套net」を導入す

ることにより、教員の授業支援環境を整備しています

④については、自主学習も可能なラーニングシステム、NR1ラーニングネットワーク社製「Net

1、1切r」と日本データハシフィック社製コンテンツ「情報倫理INFOSS」を導入し、ネチケット

やネットワーク社会の般常識を自由に修得できる環境を整備しています。

⑤については、学生の無駄な印刷の削減によるコスト意識向上、センター側の経費削減を目的

として導入しています

く専門酌

AutocAD 2004

Mヨthematlca

MATLAB 等

OS : windoW8 Xp professionヨ1

環境整備

HDDKeepel

AntiviruS 8.1

5.4.3 研究用システムの概要

<基本ソフト>

MS 0伍Ce2003Pro

AdobeReader 等

3号館西側の情報処理センターは'センターの全サービスの拠点として位置づけられ、1階の

サーバノレームには、今回の機器更新に伴い、20CPU、48GBのメモリを搭載した大規模統合サー

バHP社製NphaserverGS1280を核とした各種のサーバ機器が設置されています前述のメ

インサーバは完全密結合Cluster構成、Dual・AC電源構成を採用し論理的にもハードウア的仁

も高い冗長性、安定性を実現しています。

また、当該サーバについては、工学部のみならず本学における研究用サーバとして、大学院生

や教員の高度な研究活動支援の役割も担っており、 UNIXとVMSの2つのOS上でのプログラ

ム実行や解析処理、統計処理といった研究者の研究活動を支援することもその目的としています。

機能面では、6つのパーテションに分割され六サーバ構成を利用頻度に応じてりソースの割当て

を変更できる機能を有し、長期休暇中の教育系サーバの縮小運用と研究サーバのりソース増強運

用が可能であり、教育環境と研究環境の運用における高い可用性を実現し六システムとして構築

UNⅨ環境

ASTEC・X

VMwaN(Knopplx

図1 ソフトウェア構成

く授業環境支援

e'1eanin今

^in牙net

Netl、1tor+1NFOSS



されています。

同センター2階の326番教室には60口あまりの情報=ンセントを準備し、今後のノート

PCの普及率の上昇を見込んだ上で、利用者登録をした学部4年生、大学院生及び教員が研究目

的で利用するために持ち込んだノートPCの利用環境を整備してぃます

CPU搭載数

メモリ搭載量

SPEcint 2000_Rates (換算値)

SPEC如 200O Rates (換算値)

5.4.4 多賀城キャンハスネットワークサービスシステムの概要

当センターのネットワーク構成は、基幹スィッチを情報処理センターに設置し、これと2号館

3階に設置された総合ネットワークキャンハススィッチがIGbpsX4本の MLT (Multi L血k

Tagin宮)接続により、冗長構成8GbpSの帯域を確保してキャンハス外接続が構成されてぃます

同様にキャンパス内接続についても基幹スィッチと情報処理センター各サーバ、2号館演習室用

エツジスィツチ間をIGbpsX2本のMLT接続の冗長構成4GbpSでの接続とし、高い安定性を

実現した構成として、サービスを提供しています

表1 GS1280 スペック表

GS 1 2 8 0

2 0 CPU (Alpha EV7 1150HZ)

4 8GB

202. 5

342, 5

士樋キャンハスヘ

情報処理センター

東北学院総合ネットワーク

キ、ンパ乳山

基幹"闘

ノインサーバ解

ユトレージ

闘証サーバ

「^
'一

Ⅱ
『.墨

キ十ンハユ1Ⅲ

岳幹S、、

'、ネ

^^

ヨ'

ヨ
X11

2号齢煽ヱ蹟習室

一旦,,冒
ι号飢第3槙習塞

昌、炉
=号訪宗務室

瞥産Π11.ι' X :1

臂煙用ノート1.rX3

ールチメディフ編釧樋X:1

2号館情報処理演習室

図2.多賀城キャンパス情報処理センターのネットワーク構成

2号館第1槙牙室



5.4.5 クライアント環境

今回の機器更新に伴い、これまでのUNIX環境から時代の潮流に併せてPCクライアントの導

入を決断したことは先に述ベたとおりですが、その結果、

①学生に対する時代の潮流に即したITスキル教育環境の実現

②アカウントの3キャンハス統合

3 学生証認証環境の整備によるセキュリティ向上

を実現することができました。

①は前述の通りであり、さらに最新版のソフトゥエアを使用できる環境を整備できたものと考
えています

②にっいては、今回、3キャンパス情報処理センターが同時に機器更新を実施する機会に恵ま

れたことから、3 センター及び各システム導入業者の協力により、専用のログィン画面の作成、

ActiveDireC加ry でのアカウント認証の学内統合が実現できましたこれにより、利用者は所属

するドメインのユーザアカウントで、どのキャンパスのセンターでもPCを利用でき、自身のフ

アイルを操作できる環境が整備できました。

3については、学生証の磁気力ード認信正システムを導入し、ユーザ名とハスワードの組み合わ

せの認証に加え、学生証による認証も付加し、よりセキュアな利用環境が構築されてぃます

5.4.6 あとがき

今回の機器更新にあたっては、導入業者である宮城りコー(株)ならびにりコーテクノシステ

ムズ(株)のりコーグノレープ、サーバメーカの日本ヒューレット・ハッカード(株)を中,Dとし

た関係各位の並々ならぬご尽力を得て完成することができました。ここに謝意を表するとともに

あとがきに代えさせていただきます





センター報告

6.1 利用状況報告

本項では、各センターに関わる主要なデータをとりまとめてぃます。

6.1.1 利用者数

各情報処理センターで実際に利用可能な対象者数を表しています。

士樋キャンハス情報処理センターでは文・経済・法学部学生全員のアカウントと、それ

以外に利用申請を受けた学生のアカウントを登録しています。

泉キャンハス情報処理センターでは文・経済・法学部 1、2年生学生全員と教養学部学

生全員のアカウントと、それ以外に利用申請を受けた学生のアカウントを登録しています。

多賀城キャンパス情報処理センターでは工学部学生全員と、それ以外に利用申請を受け

た学生のアカウントを教育用システムに登録しており、これとは別に研究用システムの利

用希望者については別途申請を受けて別アカウントとして登録しています

6.12 利用者状況

各センターにおける、当該年度内の情報処理センターの=ンヒュータ教室の利用者数の

延ベ人数をグラフ化しています

なお、土樋キャンハス情報処理センターと多賀城キャンハス情報処理センターでは、講

義時間外については、自学学習利用者に対して各コンヒュータ教室を開放しています

また、泉キャンハス情報処理センターについては、コンピュータ教室は講義専用教室扱

いとなっており、自学学習用コンヒュータ教室が別に設けられており、窓口にて利用申請

が必要となっています

6.1.1 利用者数

土樋キャンハス情報処理センター

泉キャンハス情報処理センター

教育用多賀城キャンハス

情報処理センター 研究用

5,507

学生

(院生含む)

9 637

5,266

教職員

2,485

475

329

241

合計

9 966

セ
ン
タ
ー
報
告



6.1.2 利用状況

(1) 士樋キャンパス情報処理センター

(a) 平成15年度前期(4月~9月)

各數室人数(人)

7000

6000

5000

4000

3000

2000

1 000

翻罍語罷〒
0

1校時

延ベ利用者数

(b)

1 Π'

平成15年度後期(10月~3月)

各敢室人数(人)

了000

全數塞人数(人)

21000

65, 096 名

6000

4校時

4255

5856

5379

4341

1 983 1

18000

5000

1 5000

5校時 6校時

3077 2965

5072 4457

4264 4091

3002 2914

^14427

4000

12000

3000

9000

2000

6000

1000

7校時

1496

1 6 1 3

1390

1486

5985

「、、「811教室 257 1074 897 3012
^^^^^^^^

^812教室 722 2489 1803 4372

r^813教室 1014 2586 1632 3687

「、、「814教室 366 1556 838 3070

^全教室 23"フ705 5170 14141

3000

0

0

1校時

延ペ利用者数

全數室人数(人)

21000

刀,626 名

3校時 4校時

18000

1 1

15000

5校時

12000

9000

6校時

6000

7校時

3000

0



(2) 泉キャンパス情報処理センター

(a) 平成15年度 前期(4月~9月)

各數室数

4000

「一「第1コンピュータ室

「ー、コ第3コンピュータ室

^第4コンピュータ室

全教室合計

第2コンピュータ室

延ベ利用者数

(b)

0
晶

平成15年度

1校時

60 1

392

505

227

1725

1 1 .̂
3校時 5校時

謡語露
2校時

1068

793

1032

562

3455

10, 231 名

後期(1

數室人数

4000

全教室人数(人)

0月~3 月)

(人)

2校時

594

4 1 5

694

754

2457

4000

9, 176 名

r^第 1コンピュータ室

第 2コンビュータ室

r^第3コンピュータ室

^第4コンピュータ室

全教室合計

全數室人数(人)

4000

延ベ利用者数

0
1校時

406

1 56

664

2 9 1

1517

1 1
4校時3校時 5校時

語露語



(3) 多賀城キャンハス情報処理センター

(a) 平成15年度前期(4月~9月)

各數室人数(人)

7000

6000

5000

4000

3000

r「第1演習室

第2演習室

r「第3演習室

全演習室合計

延ベ利用者数

2000

1000

(b)

0
1校時

4013

2892

126

7031

63, 531 名

平成1 5年度後期(1 0月~3月)

各數室

7000

2校時

5747

5041

249

11037

全數室人数(人)

21000

昼休み

5586

4595

24 1

10422

6000

18000

5000

3校時

6215

5653

403

1 22 7 1

15000

4000

12000

4校時

6687

6844

369

13900

3000

9000

2000

r^第1演習室

第2演晋室

r^第3演習室

^全演晋室合計

延ベ利用者数

6000

5校時

4539

4062

25 1

8852

1000

3000

0

0
1校時

2904

2611

1 4 1

5656

2校時
4 4 1 2

46 1 5

204

9231

42,186 名

全教室人数(人)

21000

昼休み

3372

3255

1 42

6769

18000

3校時
4291

3344

15000

1 93

7828

4校時

4096

3580

9000

1 7 9

7855

6000

5校時

2531

2088

228

4847



6.1.3 授業時間御1・授業科目名

(D 土樋キャンパス情報処理センター

<授業時間割>
昭 時限

1
f9'?n

2

1 :30~12;00)
3

(12:40~14:10)
4

M:20~15:50)
5

(16;00~17:3
6

(1 :00~19;30)
7

a9:40 21:10)

(8:30~10:00)

2
10:30~12:00)

3

12:40~14:10

(14:2 ;50

a フ;30)

18:00 19:30
7

19:40 21:1

8:30 10:00

2

10;30 12:00

3

12:40 14:1

4

14:20~1 :

5

(16:00~17:30)
6

18:00~1930)
7

(19:40~21:10)

(8:30~10:0ω

2

(10:30~12:00)
3

12:40~ 14:10)
4

【14:20~ 15:50)
5

16:00~ 17:30)
6

(18;00~ 19:30)
7

(19:40~幻:10)

(8:30~ 10:00)

2

10;30~12
3

n2:40~M:10)
4

a4:20~15:50)
5

(1 :00~17:30)
6

:~1:)
7

(19:40 21;10)

In'no、

811教室

Ⅱ{}:1
会計情報システム

C2

812轍室

日 10:00~10;30 ι

会計情報システム

経営工学

BC3

813教室

経営情報論

C3

よ

経営工学

会計情報システム

日 10:00~10:30

H3 地域情報学

は

814教室

経営情報論

目

H3

日 10:00~10:30

地域情報学

BC3 ビS貌'、スシミュLーンヨ'

演習

"1H 経済モブル.シミュレーソヨン

よ

BC3

日

E4

E3

E I".10

10:00

演習

経済モデル・シミュレ]ション

情報りテラシ

経営統計

1030

LH4 惰報検索演習

J3

よ

10:00~10:30

演習部

LH4

ト1111.1n

情報検索演習

1小(後)コンヒュータ演習 L1Ⅲ,(後)コンピュータ演習

は

情報りテラシー

よ

演習一部

Ⅲ1,、】0

Ⅲ".N)

情報りテラシー

情報りテラシー

4
~
5
~
6

一
一

一
一



(8:30~10;00)

2:00).'^

40~14;10

4

14:20~15:50

5

6;00~17:30

6
~19:30)
7

a9:40~幻:10)

「ーーー「毎週教室を利用(一般利用不可)
「ーーー「授業等の〒定が無い(般利用可能)

<授業科目名一覧>

口 10:00~10:30

職名

教授

教授

教授

教授

助教授

助教授

助教授

助教授

助教授

助教授

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

担当教員

E・・・経済学科
B・・・経営学科
C・・・商学科

氏名

大森國利

大森國利

高木龍郎

箭川修

菊地登志子

菊地登志子

根市

根市一志

谷内正文

谷内正文

石畑久四郎

石珀久四郎

岡崎匡

岡崎匡

岡崎匡

小野静

小野静

山田浩久

授業科

会計情報システム

会計情報システム

演習二部

翻訳実践

経済モブノレ・シミュレーション

情報りテラシー

演習

ビジネス・シミュレーション言命

系呈^エ.学:

経営統計

情報検索演習

情報検索演習

情報りテラシー

情報りテラシー

情報りテラシー

コンビュータ科学

コンビュータ演習

地域情報学

・英文学科
史学科

・法律学科

基礎統計論

目

(前)・・・前期のみ

(後)・・・後期のみ

名
履修

年次

104

56

24

55

13

23

23

3

64

20

78

57

29

29

27

19

26

60

人

蒜

数生

受
学

ー
ー
ー
ー
ー
3

L
H
 
J

3
3
4
3
3

4
3
2
3
4
4

志
士



(2)泉キャンパス情報処理センター

<授業時間割>

^時限前期536
(8:30~10:00)

月

2

(10:30~12:0の
3

(1=40~14:1ω
4

a4:20~15:5の
5

(16:00~17: 3ω

(8 :30~10:0の

コンビュータ

グラフィプクス入門

プログラミング
籾綴

プログラミング
初紐

2

(10:30~12;00)
3

(12;40~14:10)
4

(14:20~15;50)

5

(16:00~17;30)

{8:30~10:0の

後期

閉館

プ廿グラミング
言語B

プログラミング
中級

プログラミング
中級

コンビュータ
ι論理

礼拝問(10:00~10;30)

EI-4ヨ

535

前期

基礎
コンビュータA

基礎
コンビュータA

心理実験実習

心理実験実習

ロラミン
上級

2

(10:30~12:00)
3

(12:40~14;10)
4

(14 : 20~15 : 50)
5

(16: 00~17 : 30)

(8:30~10;卯)

EI-5a

馴1-1

は閉館と加ま

情報りテラシー

情豊りテラシー

2

礼

コンビュータ演習

コンピュータ演習

心理実験実習

心理実験実習

訓1-4

後甥

EI・加

情報りテラシー

英語1

社会調査実習

社会調査実習

英語Nロ・1-5

問 00:叫~10:初)壮閉館ιi即ます

英語1ロ・1-5

E卜h

木

2

(10:30~12:0の

3

Q2:如~14:1ω
4

U4:20~15:5の
5

U6:00~17!3の

(8;30~10:00)

534

前期

コンヒュータと論理信3

情報りテラシー

惰報りテラシ】

知

期1-2

門

情h

情h

コンビュータ演習

マルチメディア
システム論A

プログラミング始

プログラミング硫

ニンビュータA

礼拝時問 no:伽~10.刈 1瑚館Nよります

1】・3 0ソビ.]夕演習

JI-3 基礎演習l j1 基礎演習1

棚

金

2
(10:30~12:0の

3

a2:40~H:1ω

4

(14 :20~15:5ω

5

(16:00~17:30)

1

佃:30~10:0の

授業がなL暢合オープン*悃可能

コンビュータ演習

ロンビュータ演習

プログラミング中級

プログラミング中級

コンピュータ演習

人間科学演習

EI・5・3b

システムメンテナンスのため閉館

情報りテラシー

最1

礼拝時固

嵐1.L

EI-1・北

コンビュータ演習

コンビニータ演習

コンビュータA

(10:00~10;30)は用臨υ即ます

土

2

(10:30~詑:0ω
3

(12:如~14:1の
4

U4:20~15:5ω
5

(16:00~17:3の

基礎統計

基礎演習1

基碇コンビュータB

情報りテラシー

日・1a

EI・誕

」1-2 コンピュータ演習駈1

・1-

礼拝問(10:卯~10:30)は閉館ιなります
コンピュータ

グラフィプグス入門

システムメンテナンスのため閉館

數1 基礎コンビ0一夕B

情報りテラシー

情報りテラシー

総合演習

総合演習

コンビ.ータ演習コンビュータ演習 U・4

礼拝
基礎

コンビュータB

定期侮割センター利麻相

閉館

コンビュータ演習 Π・5

Ⅱ0:00~10:30)

剖2・ト

瑚1-3

システムメンテナンスのため閉館

情報りテラシー

剖2-1・

コンピニータ演習

コンピュータ演習

総合演習

総合演習

訂・8a

υ即ます

閉館

一
一

一
一
一

一
一
一

b
 
b

教
情
情

3
 
2
b
 
あ
 
2

情
 
1

教
教
人
人
倩

人
人

f
 
占
 
h
 
h
 
4

J
 
J
 
情
信
 
J

L
 
J

J
 
教

J
 
人
人



(第1)=第 1 コンピュータ室

(第2)=第2 コンピュータ室

(第3)=第3コンピュータ室

<授業科目名一覧>

(学生用 70台、教員用2台)

h

U

載名

敏控

歓授

敏授

敏授

敏授

教授

教慢

教慢

數授

教慢

教授

騒授

教授

數授

敏授

敏授

撤授

担当鞍n

氏名

遠竹護

述竹護

大森園利

乙糠岳志

片瓢男

久慈利武

小林柳

按北研

佐藤篤

侘牌昭拾

佐"昭論

竹'昭胎

佑'昭胎

侘藤昭治

高僑光

高僑光

中川清駒1

3

62

綬業科罰串

30

英語

総合演習

コンピュータ巴論肌

牝会脚佐突習

社会別査災柵

心理史験災習

心理実験実習

基優コンビュータA

コンビュータ演習

=ンピュータ演習

プログラミング物級

プログラミング中級

ニンビュータと制桜処理Ⅱ

基礎コンピュータA

幕礎ゴンビュータB

コンビュータグラフィックス

人IMI

基礎コンビュータ A

基礎コンヒュータ n

プログラミング画。舌B

プログラミング初級

プログラミング中紐

プログラミング上級

コンピュータグラフィックス

入門

惰報りテラシー

椚報りテラシー

教=教養学部情=惰報科学専攻

L.英文学科 X*キリスト教学科 H.史学科

E.経済学科 BC=経営学科(商学科

耻修

年吹

^^

7生数

2

63

2

'8

駐名

扣当教員

2

38

助教授

よ師

'師

'師

非常動

非常勤

非常勤

非常勤

非常勤

非常勤

非常勁

非常勤

非常勤

非常勤

非常勤

非常勤

非常勤

2

】4'1

氏名

陶気判彦

小村肺一

小村剛一

1叫問俊1,1

氏家慧一

氏家慧一

棉氷突

掬"t 突

梅赤火

大野"希

火野力希

2

30

2

30

2

33

敏授

歓綬

敏畏

敏畏

敏畏

厳授

敏授

授業科"名

英語1

コンビュータ演習

コンビュータ演習

鴻嵯コンビコータA

コンビュータ演習

コンビュータ演習

制粒りテラシー

情都りテラシー

剤伸りテラシー

鷄磯コンピュータB

コンビュータ演粋

情帳りテラシー

情Ⅷりテラシー

コンピュータ演習

コンピュータ演習

コンピュータ演習

例報りテラシー

愉報りテラシー

脹礎範計学

ニンビュータ拡習

ニンビュータ演習

コンビュータ祓習

33

中川市駒1

中川 i"兵1

松沢茂

48

53

2

63

胤修

年歌

2

d5

松沢茂

3

^:豊

学生数

36

杜沢茂

栓沢茂

渡部敬

助敏畏

助融授

9

68

'2

2

大瓣"文

大場作文

33

60

小肝"

72

62

小野"

小畑征二郎

川佃徳明

川佃徳明

菅瓜良

3.

50

3

65

2

63

24

非常勤

非常勤

非常鋤

非常動

非常動

非常動

非常勤

2

61

50

3

60

41

壱原良

谷Π哲也

南條轡治

痢條轡治

甲坂明夫

早坂明欠

早坂明央2

42

18

フ'1

T2

68

'9

50

6.1

68

,1,常励

61

70

早坂剛央

6;

ニンビュー

38

ヨンヒュータ演習

1,2

63

マルチメディアシステム論A

厘

62

64

52

53

63

)
)



(3)多賀城キャンパス情報処理センター

<授業時間割>
時限

月

2

10;30~ 12:00}

3

(12'40 14 1

4

14'20 1

5

1!00 1730

1
830 1000

前期
位1演暫富

10

12.40

14 20

16.00

8'30

情報科学基礎演習

コンピュータ基礎

コンピュータ基礎

電電気情報工学科

環一・環境土木工学科

19

14:10

1. 5

17:30

10 00

後朔

2

1030 12 00

3

12 40 14 10

4

14.2 15,50

5

(16:00~ 17:30)
1

(8:30~10!00)

2

(10:30~12:00)

3

12!40~M:10)

4

(14:20~M:50)

5

16;00 17:30

1

830 1000

2

2.

3

12、40 14 10

4

142 1

5

160 173

830 10:00

2

3

4

5

情報科学基礎演習

情報科学基礎

情報科学基礎

情報処理工学

コンビュータ基礎

前期

情報処理工学

笹ク浦羽富

コンピュータ基礎

情報科学基礎演習

情報科学基礎演習

情報科学基礎演習

情報科学基礎演習

コンビュータの基礎

後期

数値解析注

惰報科学基礎演習

コンピ五一夕基礎

情報科学基礎演習

情報科学基礎演習

情報システム概論

情報科学基礎演習

情報システム概論

10 30

12 4

14'20

16'00

情報科学基礎演習

コ'

12'00

N'10

15 50

17 30

情報科学基礎演習

基礎

數科數畜研究1

コンヒュータの基礎

「ーーーーη毎週教室を利用(一般利用木可)
「一三「授業等の予定が無い(一般利用可能)

コンビュータ応用

数値解析法

電気電子回路学実習

電気電子回路学実習

電気電子回路学実習

プログラミング演習

コンビュータ基礎

コンヒュータ基礎

教科數育研究1Ⅱ

ヨンピニータ応用

機,一機械仰1成工学科

物一・物理情報工学科

:
急
:
囲
訊
:
.
囲
闘
?
囲
?
盛
:
:
.
剖
:
:
:
:

ま煕
.
開
:
煕
圃
.
開
.
煕
.
冊
.
囲
煕
日
:
.
煕
.
鬮
1
興
:
:

閉00

ま

.
一
.
島
"
ミ
"
繍
則
:
.
甲
"
:
黒
"
'
:
:
.
噛
"
:
:
一
:
:

閉0000

L

すま

:
囲
訊
冊
:
.
開
:
.
闘
"
開
囲
ぞ
:
.
囲
訊
:
.
囲
.
盟
:

館0000

Lネ

nn

1
n

ま閉0000

1

ま館0000

Lキ

ま閉00

Lキ

L才

2
 
3
 
4
 
5
 
1



人

0
4
4
4
3
5
5
5
8
7

5
3
3
3
3
4
4
4
6
6
8
 
6
 
0

6
0

1
7

8
 
7
 
フ
フ
フ

7
3
3
3
3

0
0
2
6

名

彰
夫
文
文
彰
文
之
彰
文
実

利
秀
憲
秀
博
憲

藤
木
達
野
藤
達
口
藤
野
津

佐
鈴
伊
小
佐
伊
矢
佐
小
梅

氏

6
 
7
 
0

7
 
3
 
7

0
 
0
 
0

9
 
1
 
ー

樹
文
昭
樹
樹
文
昭

正
佳
茂
正
佳

澤
場
賀
岸
澤
場
賀

宮
大
芳
嶺
宮
大
芳

義
敏
光
理
敏
務

照
正
有
正

野
本
田
嶋
本
宮

子

淡
岩
志
菜
岩
星

利
弘
美

正
雅

巌
巌

中
武
石

口
1

井
井

授
師
授

教
講
教

<授業科目名一覧>

担当教員

職名

教授

教授

教授

講師

教授

教授

助教授

教授

講師

非常勤

全教員

教授

助教授

教授

教授

教授

助教授

教授

教授

助教授

助教授

講n

助教授

教授

課題研究

コンヒュータ基礎

コンヒュータ基礎

ニンヒュータ基礎

コンヒュータ基礎

フレッシュマンセミナー

フレッシュマンセミナー

フレッシュマンセミナー

コンヒュータ応用

コンヒュータ応用

電子計算機
機械工学卒業研究

エンヒュータ基礎

コンヒュータ基礎

情報科学基礎演習

情報科学基礎演習

情報科学基礎演習
情報科学基礎演習
数値解析法

電気工学卒業研究
コンピュータ基礎

情報科学基礎

情報システム概論

情報科学基礎演習
情報処理工学

電気電子回路学実習

応用物理卒業研究

コンピュータの基礎

コンビュータの基礎

プログラミング演習
士木工学卒業研究

教科教育研究1(情報)
教科教育研究Ⅲ(情報)

授業科目名

全教員

履修年炊

大学院
1

1

1

1

1

1

1

2

4

1

1

1

1

2

4

1

1

1

2

2

2

4

2

4

3

3

全教員

受講学生数

非常勤

非常勤

全教員

沢

田

川

全教員

134

42

76

78

147



6.2 各種会議報告

6. 2. 1 情報処理センター運営委員会

臼付 時問

平成15年 10時30分

5 月 29 日

10 月 14 日

11 月 27 日

3 月 22 日

10 時 30 分

6.2.2 主任会議

日付

平成15年

4 月 28 日

10時30 分

土樋

5号館5階第4会議室

士樋

8号館3階第1会議室

遠隔会講システムを使用

13時 30 分

場所

土樋

5号館5階

時間

9時00分

6 月 26 臼

第1会議室

泉

議題

情報処理センター規程の改正について

その他

炊期システム選定の為の小委員会につ

その他

平成16年度の予算について

その他

平成16年度以降の組織について

関係規程の変更について

その他

泉

5号館

16時00分

場所

9 月 25 日

情報処理センター

土樋

5号館6階第4会議室

10 月 31 日

泉

17時如分

2号館3階第2会議室

多賀城

2号館情報処理演習室

(速隔会議システムを使用)

土樋

5号館情報システム課

2号館3階第2会議室

多賀城

1号館3階第2会議室

(遠隔会議システムを使用)

議題

各キャンパスからの報告

炊期システムについて

汰期システムにおける情報処理センター共通

項目

その他

徐期システムについて

法科火学院について

年報について

その他

13時30分

情報処理センター洩期シスプムについて

経済学部長よりの願い書について

研修会および説明会参加にういて

ウィルス(プラスター)対策について

次期システムリース期問に0いて

その他

土樋

5号館6階第4会議室

1
 
2
 
1
 
2
 
1
 
2
 
1
 
2
 
3

1
 
2
 
3

4
 
1
 
2
 
3
 
4

)
)
)
)
)
)

1
 
2
 
3
 
4
 
1
 
2



6.2.3 所員会議

(D 土樋キャンパス

時間日付

平成 15年 14時30分

7月 3日

17時30分11 月 12 日

(2) 泉キャンパス

日付

平成 15年

5月 12日

6月 9日

土樋

8号館1階

士樋

8号館 1階

場所

時問

12 時00 分

情報処理室

6 月 19 日

情報処理室

9 月 19 日

12 時 10分

10 月 2 日

15時 30 分

10時30分

16時 30分

9時00分

Ⅱ月幻日

議題

汰期システム選定の為の小委員会

その他

平成15年度補正予算について

平成16年度当初予算について

その他

10 月 31 日

(3)

5号館情報処理センター

場所

泉

5号館情報処理センター

多賀城キャンパス

日付 時問

平成15年 12時。。分
6 月 18 日

泉

5号館惰報処理センター

泉

5号館情報処理センター

泉

5号館情報処理センター

6 月 27 日

議題

泉キャンハス情報処理センター歌期システム

の今後のスケジュールにつぃて

1)

5号館情報処理センター

7月 4日

12時30分

1)メーカ選定仕様書の確認について

7 月 18 日

多賀城

1号館3階第1会議室小

多賀城

1号館3階第1会議室小

多賀城

1号館3階第2会議室

多賀城

1号館3階第2会議室

多賀城

1号館3階第1会議室小

多賀城

1号館3階第1会議室小

多賀城

2号館3階情報処理演習室事務室

多賀城

1号館3階第1会議室小

多賀城

2号館3階情報処理演習室事務室

多賀城

1号館3階第1会議室小

多賀城

1号館3階第1会議室小

9時00分

12時30分

9月 1日

2004年度新システムの機種選定について

経済学部からの要望について

2004年度新システムの機種選定(メーカ

の順位)にういて

リース契約に0いて

場所

9月 8臼

12時00分

M "寺00分

15時00分

10時30分

12時30分

12 時00分

1)

9 月 12 日

10 月 7 日

10 月 9 日

17 時40 分

10 月 27 日

議題

緊急対策マニュアル(案)の検討について

その他

緊急対策マ=ユアル(案)の検討について

炊期システム導入の意見徴収に0いて

その他

炊期システム導入について

緊急対策マ=ユアル(案)の検討について

その他

炊期システム導入について

その他

歌期システムー欧選定について

その他

歌期システムー炊選定業者決定につぃて

炊期システムー欧選定について

その他

歌期システムニ譲選定について

その他

次期システムニ洩選定について

その他

情報処理センター運営委員会報告

その他

各秬報告

その他

泉
泉

1
 
2
 
1
 
2
 
3

1
 
2
 
1

1
 
2
 
1
 
2
 
3
 
1
 
2
 
3
 
1
 
2
 
1
 
2
 
1
 
1
 
2
 
1
 
2
 
1
 
2
 
1
 
2
 
1
 
2



6.3 講習会

a) 士樋キャンパス情報処理センター

東北学院大学就職部主催夏期就職対策ハソコン講習会

受講者数(人)=^ス

まるビιコース 131

個別受講Word 16

パソコン操作マスターコース 個別受講 Exce1基礎 24

個別受講 Exce1応用 18

個牙11受講 Powerpoint 17

Word/Exce1 般同時申込 114

WordlExce1上級同時申込 6

12 月 19 日

パソエン資格取得コース(MOUS)

10 月 30 日

泉キャンパス情報処理センター

東北学院大学就職部主催夏期赴職対策ハソ翠ン講習会

受講者数(人)塁ース

娚間

ハソコン操作マスターコース

ハソロン資格取得二ース(MOUS)

まるビとマスターコース

個男11受講 Windows Wω・d

個別受講Exce1基本

個別受講Exce1応用

個別受講 Powerpoint

Word2000 般

Exce12000 般

7 月 24 日~ 9 月 13 日

東北学院大学枇職部主

コース

ハソコン操作マスターコース

ハソコン資格取得コース(MOUS)

J』^

対策ハソコン講習会

受講者数(人)

8月4日 ー'^ 9月5日

0
3
5
9
8
5
2

5
 
9



6.4 センター見学者

① 士樋キャンパス情報処理センター

日付

1 平成15年 7月 1日

7月 2日

9月 3日

2

3

4

5

6

福島県立福島西高等学校

富城県聖ウルスラ学院高等学校

福島県立葛尾中学校

岩手県盛岡白百合学団中学・高等

宮城県田尻町立田尻中学校

福島県立光南高等学校

宮城県桃生町立桃生中学校

山形県新庄市立日新中学校

福島県立福島南高等学校

宮城県岩沼市立岩沼西中学校

宮城県仙台市立台原中学校

7

"

4

9 月 17 日

9 月 19 日

10 月 2 日

10

Ⅱ

"

(2)

10月 7 日

11 月 20 日

10 月 2 日

泉キャンハス情報処理センター

月日

平成15年 4月30日

5月 2日2

52

155

3

4

5

6

Ⅱ

宮城県佐沼高等学校

福島県日本火学東北高等学校

福島県桜の聖母高等学校

宮城県明成高等学校

岩手県水沢第一高等学校

宮城県迫棲高等学校

宮城県中新田高等学校

福島県私立福島高等学校

宮城県本吉響高等学校

福島県福島成験女子高等学校

山形県谷地高等学校

岩手県花巻南高等学校

宮城県古川女子高等学校

福島県相馬高等学校

宮城県仙台東高等学校

山形県米沢商業高等学校

宮城県角田高等学校

岩手県花泉高等学校

宮城県築館高等学校

7

人数

41

5月 7旧

5月20日

5月23日

5月27日

5月29日8

9

21

10

4

Ⅱ

33

12

"

6

校

13

6月 9日

6月 12日

6月 17旧

20

14

名

6

15

10

16

1」

21

17

G月 18旧

6月20日

6月23旧

6月25旧

30

18

3

19

"

人数

6月27日

38

100

85

31

15

169

32

99

42

33

43

50

42

42

掌

8
 
9

3
 
7



20

21

月

22

日

7月 3日

23

7月 4日

7月 9日

7月 10日

7月15日

7月17日

7月24日

平成15年 7月30日

24

"

25

26

栃木県黒磯高等学校

山形県南陽高等学校

山形県天童高等学校

岩手県関学院高等学校

宮城県岩ケ崎高等学校

福島県新地高等学校

福島県相馬東高等学校

筥城県小牛田農林高等学校

青森県弘前南高等学校

青森県八戸東高等学校

秋田県角館高等学校

青森県三沢高等学校

福島県南会津高等学校

秋田県横手城南高等掌校

福島県萌世高等学校

岩手県盛岡白百合学園高等学校

宮城県角田女子高等学校

福島県光南高等学校

福島県安達高等学校

山形県羽黒高等学校

宮城県富谷高等学校

山形県米沢東高等学校

青森県弘前中央高等学校

福島県小野高等学校

福島県双葉翔洋高等学校

福島県安達高等学校

福島県保原高等学校

岩手県盛圖中央高等学校

宮城県鹿島台商業高等学校

福島県福島北高等学校

青森県鶴田高等学校

宮城県古川学園高等学校

宮城県黒川高等学校

志田郡成人大学

山形県山形学院高等学校

宮城県尚網学院女子高等学校

27

28

29

30

31

校

32

υ

7月 31日

8月 6日

8月Ⅱ旧

8月22日

9月 3日

9月 8日

9月 19旧

9月22日

9月25臼

10月 2日

10月 7日

10月 9日

10月 15日

10月 16日

10月 22日

10月 31日

11月 5日

11月26日

11月28日

12月 2日

12月 8日

12月 9臼

12月 10日

12月 17日

平成16年 3月10日

33

"

名

34

35

51

人数

42

41

42

84

43

42

44

52

45

127

46

22

47

168

48

42

49

35

50

36

51

27

52

25

53

3

54

56

45

25

123

10

91

157

146

30

20

328

40

学

6
7
8
9
0

5
 
0

1
 
2

0
0
0
7





フ.平成15年度戸報処理センター運営組織

フ.1 組織図

(D 教学組織図

学校法人

東北学院
東北学院大学

東北学院高等学校

東北学院梱ケ圖高等学校

(2) 事務組織図

東北学院中学校

東北学院幼稚園

大学院

学校法人

東北学院

学部

宗教部

図書館

,各種センター

法人本部事務局

研究所

東北学院大学

情報処理センター

運営委員会

東北学院高等学校

東北学院榴ケ岡高等学校

施設部

東北学院大学

惰報処理センター

東北学院中学校

総務部

東北学院幼稚園

泉キャンパス亭務室

総務課

情報システム課

土樋キャンパス

惰報処理センター

工学部事務室

泉キャンハス

情報処理センター

多賀城キャンハス

情報処理センター

平
成
玲
年
度
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
運
営
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情報処理センター運営委員会名簿

運営委員

31 日

31 日

発例

平成 15年4月 1日

平成 15年4 月 1 日

平成 15年4月 1日

平成 15年4 月 1 臼

早成 15年4月 1 日

平成 15年4月 1 日

平成15年4月 1日

平成15年4月 1日

平成15年4月 1日

平成 15年4月 1 旧

名

健

謙

雄介

孝

研

発令

平成 15年4月

平成 15年4月

平成 15年4月

平成 15年4月

平成 15年4月

任期

平成 17年3月 31 日

平成 17年3月 31 旧

平成 17年3月 31 日

平成 17 年 3 月 31 臼

平成 17年3月 31 日

任期

平成 17年3月

平成 17年3月

平成 17年3月

平成 17年3月

平成 17年3月

平成 17年3月

平成 17年3月

平成 17年3月

平成 17年3月

平成17年3月

名

征士

時郎

嘉男

健

睦

勝雄

茂

龍一郎

彰

秀夫

部

済学

役職

大学(総務部炊長)

泉キャンハス事務長

工学部事務長

轍務課長

図書館事務長

庶務課長

情報処理センター所長

情報処理センター主任

情報処理センター主任

情報システム課長

養学

31 日

31 日

31 日

31 日

31 日

31 日

31 日

31 日

部
部

学文
経

学

部
部
部

学
学

法
工
教

木
藤
藤

高
佐
伊

浦

橋
野
浦
井
澤

高
菅
三
石
松

氏
藤
谷
地
沼
井

遠
舛
菊
大
櫻

橋
水

高
清

日
日
日
日
日

ー
ー
ー
ー
ー



情報処理センター構成員名簿

所長

主任

松澤 茂

士樋キャンパス情報処理センター

多賀城キャンパス情報処理センタ

泉キャンハス情報処理センター

士樋キャンハス所員

多賀城キャンパス

龍

学部

數養学部

法学部

工学部

教養学部

文学部

経済学部

経済学部

経済学部

法学部

経済学部

経済学部

経済学部

工学部

工学部

工学部

工学部

工学部

工学部

工学部

工学部

工学部

數養学部

教養学部

教養学部

教養学部

數養学部

教養学部

教養学部

遠藤健

小柴

半田

佐藤

高木龍一郎

菊地登志子

櫻井

根市

佐藤 彰

長島慎

越後 宏

大沼孝

本正敏^

佐藤

中沢正

樋渡

志子田有

片瀬

塚本信

中川清

松濯

門問俊

谷田部武

関口

氏名

近江谷

熊谷

高橋

齋藤

坂本

鈴木

泉

熊谷

桜井

発令

平成15年4月1日

平成 15年4月 1 日

平成 15年4月 1日

平成 15年4 月 1 臼

平成 15年4月 1日

平成 15年4月 1 日

平成 15年4月 1 日

平成 15年4月 1 日

平成巧年4月 1日

平成14年4月 1日

平成 14 年4月 1 日

平成 14年4月 1 旧

平成 15年4月 1旧

平成 15年4月 1 旧

平成15年4月 1日

平成 15年4 月 1 旧

平成15年4月 1日

平成15年4月 1日

平成15年4月 1日

平成 15年4 月 1 日

平成H年4月 1日

平成15年4月 1日

平成巧年4月1日

平成 15年4 月 1 日

平成 15年4月 1 日

平成 15年4 月 1 日

平成 15年4月 1日

平成 15年4 月 1 日

泉キャンハス

任期

平成 17 年 3 月 31 日

平成 17年3月 31 日

平成 17 年 3 月 31 日

平成 17年 3 月 31 日

平成 17年3月 31 旧

平成 17年3月 31 旧

平成 17年3月 31 旧

平成 17年3月 31 旧

平成 17年3月 31 日

平成 16年3月 31 日

平成 16年3月 31 日

平成 16年3月 31 日

平成 17 年 3 月 31 日

平成 17年3月 31 日

平成 17年3月 31 日

平成 17 年 3 月 31 日

平成 17 年 3 月 31 日

平成 17年3月 31 日

平成 17年3月 31 日

平成 17年3 月 31 日

平成 16年3月 31日

平成 17年3月 31 日

平成 17年3月 31 日

平成 17年3月 31 日

平成 17年3月 31 日

平成 17年3月 31 日

平成17年3月 31 日

平成 17年3月 31 日

泉キャンハス情報処理センター

重

尚彦

慶明

亜紀子

丈晃

宏行

職員

所属

土樋キャンハス情報処理センター

多賀城キャンハス情報処理センター

郎
彰
茂

木
藤
澤

高
佐
松

修
樹
仁

撤
正
康

憲
志

貴

稔
利
滋

将
香
之

由
秀
吉

光
男
也
和
茂
明

男
健





東北学院大学情報処理センター各種利用規程

東北学院大学情報処理センター規程8. 1

(設置)

第1条 東北学院大学(以下「大学」という)に情報処理センター(以下

う)を置く

(趣旨)

第2条

(施設)

第3条

この規程は、センターの組織および運営について必要な事項を定める

情報処理施設は次の場所に設置する。

1 東北学院大学土樋キャンハス(仙台市青葉区士樋丁目3番1号)

2 東北学院大学多賀城キャンパス(多賀城市中央丁目玲番1号)

3 東北学院大学泉キャンハス(仙台市泉区天神沢丁目1番1号)

(目的)

第4条センターは、学術研究のための情報処理を行うことによって教育・研究の推進に寄与

することを目的とする

(制定

改正

平成2年6月 1 田

平成7年4月 1日

係且織)

第5条 センターに次の職員を置く

1名長所

主 3名任

員若干名所

事務職員若干名

センター」とい

(所長)

第6条 所長は大学の教授のうちから大学長がこれを委嘱する

2 所長の任期は2年とするただし、再任は妨げない

3 所長はセンターに関する業務を統括する

東
北
学
院
大
学
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
各
種
利
用
規
程



(主任)

第7条主任は教育職員から大学長がこれを委嘱する

2 主任は所長を補佐し、各キャンハスに設置した情報処理施設に関する業務を統

括する。

3 主任の任期は2年とするただし、再任を妨げない

(所員)

第8条 所員は大学の教育職員から所長の推薦により大学長がこれを委嘱する

2 所員はセンターの目的遂行のために必要な教育・研究の業務を行う

3 所員の任期は2年とするただし、再任を妨げない

(事務職員)

第9条事務職員はセンターの目的遂hの六めに必要な

(運営委員会)

第10条センターの円滑な管理運営を図るため運営委員会を置く

2 運営委員会の規則は別に定める

(利用規則)

第Ⅱ条センターの利用規則は別に定める

(規程の改廃)

第12条この規則の改廃は運営委員会の議を経て理事会がこれを決する

附則

この規程は、平成2年6月 1日から施行する

附則

この規程は、平成7年(19鮖年) 4月 1日から施行する

般事務、並びに技術的諸業務を行

東北学院大学情報処理センター運営委員会規程

(趣旨)

第1条この規程は、東北学院大学情報処理センター規程第10条第2項に基づき、東北学院

大学情報処理センター運営委員会(以下「委員会」という)の組織および運営にっい

(制定平成2年6月 1 日)

改正平成7年4月 1日

う



帽的)

第2条委員会は東北学院大学情報処理センター(以下「センター」という)の運営に関す

る基本方針、その他重要事項を審議する

て必要な事項を定める

(組織)

第3条委員会は次の委員を持って構成する

(1)教育職員各学部から1名

(2)事務職員大学5名、法人1名

(3)センター所長、主任、および事務1名

2 委員長は委員の互選よりこれを選出する

(審議事項)

第4条委員会は次の事項を審議する

①センターの事業および運営に関する基本方針

②センターの予算および決算に関する事項

(3)その他、運営に関して重要と認めた事項

(任期)

第5条 委員の委嘱は、部長連絡会の推薦により大学長がこれを行う

2 委員の任期は2年とするただし、再任を妨げない

(委員会)

第6条委員会は委員長がこれを収集し、議長となる

2 委員会は必要に応じて委員以外の関係者の出席を求め意見を聞くことができる

(幹事)

第7条 委員会に幹事1名を置く

2 幹事は議事録の作成、その他事務を処理する

(規程の改廃)

第8条この規則の改廃は委員会の議を経て理事会がこれを決する

附則

2

この規程は、平成2年6月 1日から施行する

東北学院情報処理センター運営委員会規程は、これを廃止する



東北学院大学情報処理センター利用規則

(規程の改廃)

第1条センターを利用することができる者は、次のいずれかに該当する者とする

ω東北学院の専任職員

(2)本学の院生・学生

(3)その他所長が適当と認めた者

(利用の申請)

第2条センターを利用する者は、センター所定の利用申請書を所長に提出し、その承認を

得なければならないただし、第1条第2項に該当する者は、原則として指導教員が申

請者となる

(利用の方法)

第3条センターの利用については、センターの指木に従うものとする

(利用の停止)

第4条利用者が本規則に従わない場合は、所長がその者の利用を停止することがある

(利用報告書の提出)

第5条利用者は所長から報告を求められたときは、速やかに利用報告書を所長に提出しな

ければならない

(規程の改廃)

第6条この規則の改廃は運営委員会の承認、を得るものとする

附則

1.

2

この規程は、平成2年6月 1日から施行する

東北学院情報処理センター利用規則は、これを廃止する



9.編集後記

昨年度から、東北学院大学情報処理センターの年報が発行されることになり、今号はその第

2号となります

基本的な構成については昨年の創刊号を踏襲し、平成15年度の3キャンパス情報処理セン

ターを利用した講義内容紹介や研究内容紹介、情報処理センターに関わる各種のデータ(利用

者数統計等)を掲載しておりますが、本年度については3キャンハス情報処理センターが揃う

てシステム更新を迎え、システムの大幅な刷新が実施されましたので、その概要紹介にっいて

も掲哉しております

内容的にはまだまだ不十分ですが、今後はより一層の内容の充実をはかっていくとともに、

今回発行にあたって、ご寄稿いただいた先生方、講義内容の紹介ならびに研究内容の紹介をい

ただいた教員の皆様に感謝申し上げます。
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.泉キャンパス

(文・経済・法学部1・2年歌および教養学部)

泉キャンパス情報処理センター

〒981,3193 仙台市泉区天神沢二丁目 1番 1号

電話(022),375,1181

.交通機関.仙台駅より地下鉄泉中央駅行乗車
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多賀城キャンバス
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.士樋キャンパス

(文・経済・法学部3・4年炊および夜問主)

土樋キャンパス情報処理センター

〒980・鮎00 仙台市青葉区士樋丁目3番1号

電話(022)・264・6502

.交通機関.仙台駅より地下鉄富沢駅行乗車

五橋・愛宕橋駅下車徒歩5分
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.多賀城キャンハス

(工学部)

多賀城キャンハス情報処理センター

〒985・8537 多賀城市中央丁目 13番 1号

電話(022)368HO0

.交通機関.仙台駅より凪仙石線にて多賀城

駅下車徒歩10分
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